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広報

Taketa Public Relations

竹田情感旅フォトコンテスト入賞者決定

竹田にしかない、永遠の一瞬を激写
　竹田市観光ツーリズム協会、竹田市主催「岡藩城下町 400 年祭記念竹田情感旅フォトコンテスト」
　は昨年４月から 12 月下旬にかけて、竹田市の「情感」や「旅」をテーマに募集され、市内外から
　438 点の応募がありました。情感あふれる風景作品が多数届き、あらためて竹田の魅力に気付か
　せてくれました。（敬称略）※ 3 月 1 日㈮から荻公民館ギャラリーにて入賞作品展が行われます。
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←竹田商工会議所会頭賞／「石たたみ」
　吉田巧（別府市）

竹田市長賞／「まさにプラネタリウム」
伊藤竜誠（大分市）

↑竹田市観光ツーリズム協会会長賞／「歴史と暮らす町」　高山幹弘（豊後大野市）

↑九州アルプス商工会会長賞／「暮色のガニ湯」　姫野隆夫（大分市）
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竹
田
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

「
国
指
定
史
跡　

岡
城
跡
」。
観
光
客

は
こ
の
50
年
間
で
14
万
人
か
ら
現
在

は
半
分
の
７
万
人
に
激
減
し
て
い
る

の
で
す
。

　

竹
田
小
学
校
（
堀
治
士
校
長
）
の

６
年
生
児
童
26
人
は
、
昨
年
９
月
中

旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
、
社
会

科
の
授
業
の
教
材
と
し
て
、
将
来
の

竹
田
も
「
元
気
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
集
ま
る
場
所
で
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
市
の
「
岡

城
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
案
」
を
取
り

上
げ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
岡
城
跡
の
観
光
に
関

す
る
現
状
を
調
べ
る
た
め
、
自
分
の

足
で
岡
城
に
登
り
、
現
地
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
次
に
、
岡
城
に
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
必
要
か
ど
う
か
、
家

族
や
地
域
、
商
店
街
の
方
々
な
ど

４
２
１
人
（
賛
成
１
９
２
人
・
不
必

要
２
２
９
人
）
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
。
こ
の
結
果
を
も
と
に
「
高
齢

者
、
障
が
い
者
な
ど
の
安
全
性
」
を

大
切
に
す
る
『
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
必

要
』
グ
ル
ー
プ
と
、「
景
色
、
登
っ

た
時
の
達
成
感
」
な
ど
を
大
切
に
す

 ↑模造紙に手書きでわかりやすく書かれたアイデアを発表

↑岡城を再び元気するぞ！プロジェクトを考えた竹田小６年生

↑
自
由
で
楽
し
い
発
想
か
ら
、
新
た
な
魅
力
が
生

　
ま
れ
る

る
『
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
必
要
な
い
』

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
討
論
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
は
長
所
と
短

所
が
あ
り
、
互
い
に
納
得
の
い
く
方

法
を
模
索
し
な
が
ら
生
み
出
さ
れ
た

の
が
、
観
光
客
を
増
や
す
た
め
の
提

案「
岡
城
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
し
た
。

　

２
月
７
日
、
竹
田
小
学
校
で
「
岡

城
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
学
習

発
表
会
が
開
か
れ
、
首
藤
市
長
は
じ

め
、市
の
関
係
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

児
童
は
６
つ
の
班
に
分
か
れ
、各「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
『
高
齢
者
の
方
な
ど
が
も
っ
と
ラ

ク
に
登
れ
る
よ
う
な
手
す
り
や
ス
ロ

ー
プ
を
整
備
』、『
紅
葉
を
楽
し
み
な

が
ら
ホ
カ
ホ
カ
の
焼
い
も
を
食
べ
る

イ
ベ
ン
ト
』、『
目
や
耳
が
不
自
由
な

方
の
た
め
に
、点
字
と
音
声
で
案
内
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
向
け
に
ガ
チ
ャ
ポ

ン
も
付
い
た
多
機
能
案
内
板
を
設

置
』、『
岡
城
版
ゆ
る
キ
ャ
ラ
制
作
』、

『
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
ク
イ
ズ
＆

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』、『
岡
城
ハ
ン
カ

チ
（
岡
藩
）
な
ど
、
岡
城
な
ら
で
は

の
お
み
や
げ
屋
を
作
る
』
等
々
。

　

岡
城
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
構
想
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
た
竹
小
の
児
童
に
よ
っ
て
、
多
く

の
魅
力
あ
ふ
れ
る
提
案
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
観
光
客
の
増
加
に
向
け
て
、

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
城
に
観
光
客
を
増
や
そ
う
！

郷土に学び、未来を拓く
   

竹
田
小
６
年
生
が
「
岡
城
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
提
案

　竹田に住んでいる私たちがこの町の歴史をしっかり勉強して、まちの〝魅力〟に気付くことは、何よりも大切な
ことです。今月号では、市内２つの小学校児童による「郷土に学び、未来を拓く」取り組みをご紹介します。
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人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　24,547　人（－32 人）
男　性　11,415　人（－    1 人）
女　性　13,132　人（－31 人）
世帯数　10,624世帯（＋２ 世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成25年1 月31日現在）
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薄
命
の
歌
人
・
筑
紫
久
嶺
を
学
ぶ

　

明
治
14
年
、筑ち

く

紫し
き
ゅ
う
れ
い

久
嶺
（
本
名
一

夫
）は
久
住
町
本
町
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
文
学
的
素
質
に
恵
ま
れ
た
久
嶺

は
、明
治
時
代
中
期
、『
新
派
和
歌
運

動
』が
展
開
さ
れ
る
中
、中
央
歌
壇
の

動
き
に
い
ち
早
く
呼
応
し
、大
分
県
の

先
駆
者
的
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

短
歌
、
俳
句
、
随
筆
な
ど
の
『
文

学
』
に
熱
中
し
、
そ
の
文
才
は
徳
富

蘇
峰
ら
に
認
め
ら
れ
る
も
、
不
幸
に

も
病
魔
に
冒
さ
れ
て
し
ま
い
、
故
郷

の
久
住
に
て
23
歳
の
短
い
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

久
住
小
学
校
（
田
北
敏
彦
校
長
）

の
５
年
生
児
童
17
人
は
、
地
域
学
の

授
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
残
る

歌
碑
を
題
材
に
取
り
上
げ
ま
し
た
。

同
校
の
先
輩
で
あ
り
、
美
を
追
い
求

め
、
正
義
を
愛
し
た
歌
人
「
筑
紫
久

嶺
」
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
地
元

で
知
る
人
が
少
な
い
こ
と
を
知
り
ま

す
。
そ
し
て
、
親
族
の
間
で
行
わ
れ

て
い
た
慰
霊
祭
が
途
絶
え
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
、「
広
く
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、

児
童
の
手
に
よ
っ
て
慰
霊
祭
が
復
活

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
21
日
、『
筑
紫
久
嶺
さ
ん
を

し
の
ぶ
会
（
久
嶺
祭
）』
は
久
住
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
来
賓
に

は
、
親
族
を
代
表
し
て
中
村
忠
明
さ

ん
を
は
じ
め
、
郷
土
史
家
や
関
係
者

の
方
が
多
数
招
か
れ
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
児
童
は
、
久
住
地
域
に

残
る「
北
原
白
秋
」や「
与
謝
野
晶
子
」

ら
の
歌
碑
の
研
究
発
表
に
続
き
、
筑

紫
久
嶺
の
作
品
を
解
説
し
ま
し
た
。

　

辞
世
の
句
と
云
わ
れ
て
い
る
『
淡

雪
の　
終つ

い
に
は
か
な
き　
命
な
り　

消
え
な
ば
花
の　

上
に
消
え
な
む
』

（
淡
雪
の
よ
う
に
す
ぐ
に
無
く
な
っ

て
し
ま
い
そ
う
な
私
の
命
。
死
に
た

く
な
い
け
ど
、
も
し
死
ぬ
の
な
ら
、

久
住
の
花
に
囲
ま
れ
て
死
に
た
い
）

に
つ
い
て
、「
久
住
の
こ
と
を
と
て

も
愛
し
て
い
る
と
感
じ
る
」、「
悲
し

い
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
」
等
の
感

想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
嶺
の
生
き
方
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
川
柳
に
し
て
発
表
し
、
自

分
の
生
き
方
や
考
え
方
を
見
つ
め
直

す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
住
小
学
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

「
筑
紫
久
嶺
」
な
ど
の
郷
土
学
習
を

伝
統
と
し
て
語
り
継
い
で
い
く
そ
う

で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
、
生
ま
れ
育
っ

た
故
郷
の
素
晴
ら
し
さ
に
誇
り
を

持
ち
、
き
っ
と
将
来
に
活
か
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

久
住
小
５
年
生
に
よ
っ
て

「
久き

ゅ
う
れ
い嶺

祭
」50
年
ぶ
り
に
復
活
！

↑筑紫久嶺の生き方から学んだことを作品にした久住小５年生の児童のみなさん

↑薄命の歌人　筑紫 
　久嶺（1881-1904）

↑久住支所前にある歌碑に献花をする児
　童代表（歌碑は親友の朝倉文夫、後藤
　文夫の尽力によって建立されたもの）

↑久嶺の句を歌う久住小の児童。この曲は、名誉
　市民の故・井手徳夫さんが曲をつけ、今回竹田
　マンドリンクラブが伴奏しました。
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財
政
の
将
来
展
望
を
探
る
！

手た

綱づ

な

を
し
め
つ
つ
、夢
あ
る
挑
戦
を

財
政
課　

合
併
後
の
財
政
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
平
成
20
年
度
に
市
の
貯
金
（
財
政

調
整
基
金
）
が
枯
渇
す
る
と
心
配
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
行
財
政
改
革
の
断
行
と
、
基
礎

自
治
体
に
対
す
る
地
方
交
付
税
が
平
成
21
年

度
以
降
、
手
厚
く
配
分
さ
れ
た
こ
と
、
更
に

は
国
の
緊
急
経
済
対
策
等
に
よ
っ
て
、
昨
年

度
末
の
財
政
調
整
基
金
は
36
億
円
を
超
え
て

い
ま
す
。

市
長　
こ
の
よ
う
な
財
政
の
健
全
化
に
よ
っ

て
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
懇
談
会
か
ら
の
要
望
を
具
体
的

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で

き
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
事
業
と
は
別
に
、

決
算
剰
余
金
３
億
円
を
活
用
し
た
市
単
独
の

経
済
対
策
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
が
、
せ
っ
か
く
基
礎
体
力
も
つ
き
、

合
併
算
定
替
の
措
置
が
終
わ
る
こ
と
に
よ
る

交
付
税
の
大
幅
な
減
額
を
見
越
し
た
有
効
施

策
を
実
施
す
る
前
に
、
７
・
12
竹
田
大
水
害

が
発
生
し
た
の
で
す
。

財
政
課　
市
長
指
示
の
も
と
、
災
害
復
興
を

第
一
と
し
た
大
型
の
補
正
予
算
を
編
成
し
、

そ
の
対
応
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
幸
い
に

も
激
甚
災
害
の
指
定
を
受
け
、
国
の
補
助
率

は
農
業
用
施
設
で
99
％
、
農
地
で
96
％
を
超

え
、
市
の
負
担
は
か
な
り
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。 　

ま
た
、
災
害
関
連
の
国
の
補
助
金
が
平

成
25
年
度
に
し
か
入
ら
な
い
た
め
、
今
年
度

16
億
円
の
基
金
を
取
り
崩
す
予
定
に
し
て
い

ま
し
た
が
、
特
別
交
付
税
が
大
幅
に
増
額
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
の
必
要
も
な
く
な

り
、
財
政
負
担
も
最
小
限
と
な
る
見
込
み
に

な
り
ま
し
た
。

市
長　
財
政
の
体
力
は
、
災
害
前
と
同
じ
位

に
回
復
で
き
る
見
込
み
で
、
ま
ず
は
一
安
心

で
す
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
行
財
政
改
革
の

手
綱
を
ゆ
る
め
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
職
員
の
理
解
を
得
る
中
、
職
員
数
の
削

減
、
給
料
の
３
％
カ
ッ
ト
や
特
別
職
の
報
酬

３
割
カ
ッ
ト
を
継
続
し
、
地
域
経
済
が
困
窮

し
て
い
る
時
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
痛
み
を
一

緒
に
感
じ
な
が
ら
、
堅
実
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

財
政
課　
本
市
は
自
由
に
使
え
る
財
政
調
整

基
金
の
他
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
目
的
に
応

じ
て
積
み
立
て
ら
れ
た
基
金
が
平
成
23
年
度

末
で
37
あ
り
、
財
調
基
金
と
合
わ
せ
た
総
額

は
98
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

10
月
に
は
、
文
化
会
館
の
復
興
経
費
に
充
当

す
る
た
め
、
文
化
会
館
等
復
興
基
金
を
創
設

し
、
条
例
改
正
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

市
長　

芸
術
文
化
の
拠
点
の
再
生
を
願
い
、

既
に
数
多
く
の
方
々
か
ら
寄
附
金
を
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
お
金
は
こ
の
基
金
に
積

み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

↑「ビジョン」がなければ決断ができない。市の財政の将来
　展望について意見を交わす

　
本
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
頼
り
、
税
収
な
ど
の
自
主
財
源
が
乏
し

い
上
、
復
興
経
費
が
重
く
の
し
か
か
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
市
政
に
停
滞
は
許
さ
れ
ず
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
も
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
回
、
首
藤
市
長
と
竹

田
市
財
政
課
職
員
が
財
政
の
将
来
展
望
に
つ
い
て
対
談
。〝
竹
田
ら
し
い
施
策
〟
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

　
大
水
害
も
発
生
し
、

　
市
の
財
政
は
大
丈
夫
？

緊　急　特　集

　
未
来
に
向
け
、基
盤
を

　
作
る
と
き
は
今
！
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と
こ
ろ
で
、
基
金
の
中
に
は
合
併
を
契
機

に
旧
市
町
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。

財
政
課　
大
蘇
ダ
ム
対
策
と
し
て
、
荻
町
か

ら
持
ち
込
ま
れ
た
国
営
大
野
川
上
流
農
業
水

利
事
業
償
還
負
担
金
積
立
基
金
約
７
億
円
、

各
市
町
が
持
ち
寄
っ
た
福
祉
振
興
基
金
約

６
億
５
千
万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

市
長　
旧
竹
田
市
が
図
書
館
建
設
用
と
し
て

約
４
億
円
を
持
ち
込
み
、
公
共
施
設
建
設
基

金
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
が
厳
し
い
こ
の
時
期

だ
か
ら
、
準
備
し
て
き
た
基
金
の
枠
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
個
性
が
キ
ラ

リ
と
光
る
施
設
整
備
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
ね
。

財
政
課　

将
来
的
な
経
費
に
備
え
、
基
金
を

積
み
立
て
る
こ
と
と
あ
わ
せ
、
税
収
確
保
に

向
け
た
企
業
誘
致
対
策
も
積
極
的
に
行
う
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

市
長　

地
域
か
ら
上
が
っ
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ

の
期
待
や
課
題
に
こ
た
え
る
た
め
、
基
金
が

有
効
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福

祉
振
興
基
金
を
例
に
考
え
る
と
、
こ
こ
10
年

間
で
、
今
が
一
番
高
齢
者
福
祉
に
力
を
入
れ

る
時
期
で
あ
り
、
具
体
的
な
活
用
方
法
を
検

討
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

財
政
課　
こ
の
基
金
は
高
齢
社
会
に
対
処
す

る
た
め
旧
市
町
が
１
億
か
ら
２
億
円
を
合
併

時
に
持
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
地
域
福
祉
活
動

の
促
進
や
生
活
環
境
整
備
に
活
用
さ
れ
る
も

の
で
す
。

市
長　
例
え
ば
、
城
下
町
の
再
生
や
賑
わ
い

創
出
、
中
心
市
街
地
活
性
化
、
さ
ら
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
の
開
設
な
ど
、
旧
竹
田

に
置
き
換
え
た
だ
け
で
も
、
多
く
の
活
用
方

法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
に
観
光
案
内
や
市

役
所
の
窓
口
機
能
、
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
的
な

場
所
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
的
な
建
物
に
活
用
さ
れ
れ
ば
夢
が
広
が
り

ま
す
し
、
周
辺
部
に
お
い
て
も
久
住
で
活
動

が
広
が
っ
て
い
る
暮
ら
し
の
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
直
入
・
荻
版
の
展
望
に
も
つ
な
が
る

で
し
ょ
う
。

財
政
課　
基
金
活
用
に
関
し
て
は
、
様
々
な

制
約
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
が
、
事
業
実

施
に
あ
た
っ
て
は
、
後
年
度
負
担
を
伴
わ
な

い
点
か
ら
も
非
常
に
有
益
で
す
。

市
長　
財
政
的
に
厳
し
い
か
ら
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
低
下
さ
せ
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
市

民
の
意
見
を
聞
く
中
で
、
必
要
な
事
業
に
つ

い
て
は
、
勇
気
を
も
っ
て
実
施
す
る
。
そ
の

工
夫
に
知
恵
を
絞
る
こ
と
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
行
財
政
改
革
を
柱
と
す
る
堅

実
な
財
政
運
営
が
、
そ
の
大
前
提
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

↑小児医療の充実！
　「こども診療所開設事業」

　
貯
め
る
だ
け
で
は
な
く
、

　
活
用
し
て
こ
そ
価
値
が
あ
る

↑安全・安心な学校づくり交付金
　事業で生まれ変わった竹田南部
　中学校校舎

←新設改良された市道
　下平田線

主な地域経済対策事業（平成 21 ～ 23 年度）
（単位：千円）

事　　業　　名 事業費
老人ホーム南山荘改修等事業（21 ～22 年度） 115,393 
菅生農産加工所建設事業 40,000
農村環境機能保全事業 ( 水路、ため池等改修） 20,000 
市道維持補修及び新設改良事業（21 ～22 年度） 382,741 
竹田分館耐震補強及び施設改良事業 42,434 
安全・安心な学校づくり交付金事業 524,983 
循環型社会形成推進交付金（浄化槽 26 基） 18,862 
椎茸種駒購入費助成事業 14,950 
地域商品券補助事業（21 年度～22 年度） 39,969 
白水ダム周辺総合整備事業 30,000 
花水月活用事業 59,808 
道の駅すごう整備事業 100,000 
こども診療所開設事業 10,906 
農道等舗装修繕事業 16,827 
有害鳥獣被害防止対策事業（箱ワナ 85 基） 4,882 
観光案内板設置事業 5,000 
久住高原ファンタジア事業補助金 15,000 
水の駅おづる等環境整備事業 16,575 
学校情報通信技術環境整備及び備品購入事業 127,932 
竹田市バイオマスタウン推進事業 1,732 
竹田市温泉療養保健制度実証実験事業 7,500 
大学連携推進事業 21,516
市営住宅遊具改修事業 22,575
宮城台小体育館防水補修事業 10,484
宮城分館補修事業（24 年度への繰越しを含む） 4,418
入田分館建設事業（22 〜23 年度） 41,905
地域雇用再生特別基金の設置 80,000

※各地域、各分野において幅広く活用されてきました。

財政の将来展望を探る！
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■

投
票
で
き
る
人
は

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

◇
満
20
歳
以
上
の
日
本
国
民
で
（
平

　

成
５
年
４
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人
）

◇
竹
田
市
に
引
き
続
き
３
カ
月
以
上

　

住
ん
で
い
る
人
。（
市
外
か
ら
転

　

入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
25
年
１
月

　
６
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
た
人
）

◇
選
挙
人
名
簿
に
有
効
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
人
で
、
欠
格
用
件
に
該
当

　

し
な
い
人
。

※
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
て

　

も
、
投
票
日
当
日
や
期
日
前
投
票

　

を
す
る
日
に
す
で
に
他
市
町
村
に

　

転
出
し
て
い
る
人
は
投
票
す
る
こ

　

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

■

入
場
整
理
券
は

◇
入
場
整
理
券
は
、
郵
送
し
ま
す
。

◇
投
票
日
当
日
に
投
票
さ
れ
る
人
は
、

　

入
場
整
理
券
に
記
載
さ
れ
て
い
る

　

投
票
所
で
な
け
れ
ば
投
票
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◇
入
場
整
理
券
を
な
く
し
た
場
合
は
、

　

投
票
所
で
再
交
付
が
で
き
ま
す
。

※
市
内
で
住
所
変
更
し
て
新
住
所
に

　

入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ
た
り
、

　

内
容
等
に
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し

　

た
ら
、市
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
に
、
仕
事
や
旅
行
、

レ
ジ
ャ
ー
、
冠
婚
葬
祭
等
の
用
務
が

あ
る
な
ど
一
定
の
事
由
に
よ
り
、
ど

う
し
て
も
投
票
所
に
行
け
な
い
人

は
、
期
日
前
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

※
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
る
場
合

　

は
期
日
前
投
票
の
際
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
。

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
期
間

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　
４
月
８
日
㈪
か
ら

　
４
月
13
日
㈯
ま
で

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
時
間

   

あ
な
た
の
１
票
が
竹
田
の
未
来
を
創
る

竹
田
市
長
選
挙・竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

投
票
日
時

４
月
14
日
㈰
午
前
７
時　

〜
午
後
６
時

　
こ
の
選
挙
は
、
竹
田
市
の
将
来
を
託
す
人
を
決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
私
た
ち
の
考
え
を
市
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
候
補
者
の
政
策
や
考
え
を
よ
く
理
解
し
、
投
票
を
し
ま
し
ょ
う
。
今
回
の
選
挙
か
ら
市
議
会
議
員
選
挙

は
、
定
数
22
人
か
ら
４
減
の
18
人
と
な
り
ま
す
。
投
票
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日　
程

　
●
告
示
日
（
立
候
補
届
出
日
）　
４
月
７
日
㈰

　
●
期
日
前
投
票　
４
月
８
日
㈪
～
４
月
13
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　
午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

　
●
投
票
日
時　
４
月
14
日
㈰　
午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
●
開
票
日
時　
４
月
14
日
㈰　
午
後
８
時

　
●
開
票
場
所　
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

「未来への希望を込めて　この一票」「未来への希望を込めて　この一票」
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竹田市長選挙・竹田市議会議員選挙

　

各
期
日
前
投
票
所
と
も

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
８
時
ま
で

◇
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
所

　

◇
竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

　

◇
荻
支
所
１
階
会
議
室

　

◇
久
住
支
所
１
階
ホ
ー
ル

　

◇
直
入
支
所
大
会
議
室

■

投
票
時
間
、各
投
票
所
は

◇
投
票
時
間
は
、
各
投
票
所
と
も
午

　

前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
で
す
。

◇
投
票
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
（
○
の
中
の
数
字
は
投
票
所
の
番

　

号
で
す
。）

①
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

②
旧
岡
本
小
学
校
体
育
館

③
竹
田
市
明
治
分
館

④
竹
田
市
立
豊
岡
小
学
校
体
育
館

⑤
竹
田
市
城
原
地
区
館

⑥
竹
田
市
宮
城
分
館

⑦
竹
田
市
立
南
部
小
学
校
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
来
地
区
）

⑧
竹
田
市
松
本
分
館
（
松
本
地
区
）

⑨
竹
田
市
菅
生
分
館

⑩
竹
田
市
入
田
分
館

⑪
竹
田
市
嫗
岳
分
館

⑫
竹
田
市
宮
砥
分
館

⑬
片
ヶ
瀬
集
会
所

⑭
竹
田
市
荻
公
民
館

⑮
竹
田
市
柏
原
公
民
館

⑯
竹
田
市
久
住
公
民
館

⑰
竹
田
市
白
丹
公
民
館

⑱
竹
田
市
都
野
公
民
館

⑲
竹
田
市
直
入
支
所
大
会
議
室

⑳
旧
下
竹
田
小
学
校
体
育
館

岡
本
地
区
の
投
票
所
は
「
旧
岡
本
小

学
校
体
育
館
」

宮
城
地
区
の
投
票
所
は「
宮
城
分
館
」

玉
来
地
区
の
投
票
所
は
「
南
部
小
学

校
体
育
館
」

入
田
地
区
の
投
票
所
は「
入
田
分
館
」

宮
砥
地
区
の
投
票
所
は「
宮
砥
分
館
」

に
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■

投
票
の
方
法
は

　

投
票
は
２
種
類
で
す
。

　

投
票
の
順
序
は
、
最
初
に
市
長
選

挙
の
投
票
を
行
い
、
次
に
市
議
会
議

員
選
挙
の
投
票
を
行
い
ま
す
。

◆
投
票
①　

竹
田
市
長
選
挙

　

記
号
式
投
票

　

市
長
選
挙
は
、記
号
式
投
票
で
す
。

投
票
用
紙
に
は
、す
べ
て
の
候
補
者

の
氏
名
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

投
票
記
載
台
に
備
え
付
け
の
ス
タ
ン

パ
ー
で
○
印
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

※
期
日
前
投
票
や
不
在
者
投
票
、
点

　

字
投
票
は
、
記
名
式
投
票
で
す
。

　

候
補
者
の
氏
名
を
書
い
て
投
票
し

　

ま
す
。

◆
投
票
②　
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

　

記
名
式
投
票

　

市
議
会
議
員
選
挙
は
、
投
票
用
紙

に
候
補
者
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。

■

不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
期
間

４
月
８
日
㈪
か
ら
４
月
13
日
㈯
ま
で

１
指
定
病
院
等
で
不
在
者
投
票
を
す

　

る
場
合

　
　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
告
示
日

　

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
病
院
等
の

　

事
務
担
当
者
に
早
め
に
申
し
出
て

　
く
だ
さ
い
。

　
　

不
在
者
投
票
の
手
続
き
は
、
病

　

院
等
で
全
部
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

２
滞
在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不

　

在
者
投
票
を
す
る
場
合

　
　

不
在
者
投
票
の
請
求
は
告
示
日

　

前
で
も
で
き
ま
す
か
ら
早
め
に
市

　

選
挙
管
理
委
員
会
に
請
求
し
て
く

　

だ
さ
い
。

■

郵
便
等
投
票

　

郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す

る
選
挙
人
は
、
事
前
に
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
早
め
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
う

ち
、
両
下
肢
等
に
一
定
以
上
の
障
害

を
持
っ
て
い
る
方
や
介
護
保
険
法
上

の
要
介
護
者
で
、
介
護
保
険
の
被
保

険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分
が
５
で

あ
る
者
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
方

で
す
。

　

手
続
き
等
に
つ
い
て
、
詳
し
い
こ
と

は
、早
め
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す

　
４
月
14
日
執
行
の
竹
田
市
長
選
挙

及
び
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙

時
登
録
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。

　

日
時
及
び
場
所
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す

◇
登
録
基
準
日
・
登
録
日

　
４
月
６
日
㈯

◇
縦
覧
で
き
る
日
時

　
４
月
７
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
５
時
ま
で

◇
縦
覧
の
場
所

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■

立
候
補
予
定
者
の
説
明
会

　

竹
田
市
長
選
挙
及
び
竹
田
市
議
会

議
員
選
挙
に
立
候
補
を
予
定
さ
れ
て

い
る
方
は
、
１
候
補
者
に
つ
き
２
名

以
内
で
説
明
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
竹
田
市
長
選
挙

 

・
日
時　
３
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時

 

・
会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

※
出
席
者
は
各
立
候
補
予
定
者
と
も

　
２
名
以
内

■
竹
田
市
議
会
議
員
選
挙

 

・
日
時　
３
月
19
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分

 

・
会
場　

竹
田
市
役
所
３
階
会
議
室

※
出
席
者
は
各
立
候
補
予
定
者
と
も

　
２
名
以
内

●
お
問
い
合
せ

竹
田
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

〔
平　

日
〕
☎
６
３-

１
１
１
１

〔
時
間
外
〕
☎
６
３-

４
８
１
４

　
　
　

 　
（
内
線
３
６
０・３
０
５
）

みんなで守ろう
「三ない運動」

・政治家は有権者に寄附を
　「贈らない！」
・有権者は政治家に寄附を
　「求めない！」

・政治家から有権者への寄附は
　「受け取らない！」
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↑「荒城の月」をみんなで合唱しました

   
阿
蔵
新
橋
に
関
す
る
意
見
交
換
会

　

２
月
17
日
、「
７
・
12
竹
田
市
豪

雨
災
害
」
に
お
い
て
被
害
が
甚
大
で

あ
っ
た
阿
蔵
地
区
と
鬼
ヶ
城
地
区
の

住
民
参
加
に
よ
る
「
阿
蔵
新
橋
に
関

す
る
意
見
交
換
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
１
月
18
日
に
行
わ

れ
た
７
・
12
竹
田
市
豪
雨
災
害
現
場

検
証
の
際
、
地
元
住
民
よ
り
「〝
阿

蔵
新
橋
の
撤
去
〟
は
考
え
ら
れ
な
い

か
？
」
と
い
う
意
見
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
今
後
の
検
討
に
あ
た
り
、

地
域
住
民
の
声
を
集
約
す
る
場
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

そ
も
そ
も
阿
蔵
新
橋
は
、
昭
和
57

年
の
水
害
発
生
時
に
、
県
の
小
規
模

河
川
改
修
事
業
に
よ
る
シ
ョ
ー
ト
カ

ッ
ト
の
整
備
に
伴
い
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
工
事
計
画
の
基
準
と
な
っ
て
い

る
の
は
当
時
の
洪
水
量
で
す
。

　

平
成
２
年
の
水
害
で
は
、
こ
の
基

準
を
大
幅
に
上
回
る
水
量
が
記
録
さ

れ
、
オ
ー
バ
ー
し
た
分
の
水
を
調
整

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
玉
来
ダ

ム
の
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
災
害
に
お
い
て
は
、
仮

に
玉
来
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
た
と
し

て
も
越
堤
は
免
れ
な
か
っ
た
と
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
橋
に
流
木
が
引
っ
掛

か
っ
た
こ
と
で
被
害
が
拡
大
し
た
こ

と
は
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
昔
と
現
在
の

気
象
条
件
を
同
一
視
し
た
復
旧
設
計

に
違
和
感
を
覚
え
る
」、「
パ
ラ
ペ
ッ

ト
に
よ
り
か
さ
上
げ
し
て
も
、
橋
に

流
木
が
引
っ
掛
か
っ
て
は
意
味
が
な

い
。
利
便
性
を
失
っ
て
で
も
安
全
に

暮
ら
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と

い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、首
藤
市
長
は
「
生

活
道
路
を
削
っ
て
で
も
安
全
な
暮
ら

し
を
望
ん
で
い
る
と
い
う
地
元
住
民

の
強
い
気
持
ち
を
、国
・
県
に
積
極
的

に
届
け
て
い
き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

ビルド・バック・ベター　「創造的復興」　～復興を目指す竹田市の取り組み～　http://www.taketa-city.com/build_back_better/

支援の手

地
元
の
声「
利
便
性
よ
り
安
全
性
を
！」

↑「阿蔵新橋」に関する意見交換会

たきれん出身者たちが
音楽の力で恩返し！

Konzert　KOJO
　コンツァート　　　 こうじょう　
～「たきれん」出身者によるコンサート～
日　時　3 月 18 日㈪　19：00 開演（18:00 開場）
場　所　北とぴあつつじホール
　　　　（東京都北区王子 1-11-1）
出演者　首藤玲奈　　竹下裕美（ソプラノ）
　　　　加藤のぞみ（メゾソプラノ）
　　　　紀野洋孝　　土崎　譲（テノール）
　　　　池内　響（バリトン）
　　　　平川加恵（ピアノ・編曲）
入場券　前売り：2,000 円、当日：2,500 円
　　　　（全席自由）

　「瀧廉太郎記念全日本高等
学校声楽コンクール（たきれ
ん）」の出身者が一堂に会し、
昨年７月に発生した九州北部
豪雨によって大きな被害を受
けた「竹田市」のために、東
京でチャリティーコンサート
を開催してくれます！

●お問い合せ　☎ 080-1774-0153（板井）
　　　　　　　MAIL：konzert.kojo@gmail.com

大
分
市
「
舞
サ
ロ
ン
」
か
ら
手
作
り
の
支
援
物
資
贈
呈

“
心
の
灯
”を
あ
り
が
と
う

↑心のこもった救援物資に感謝

　
２
月
20
日
、
大
分
市
舞
鶴
町
地
域
に

あ
る
高
齢
者
の
交
流
を
目
的
と
し
た
地

域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
舞
サ
ロ
ン
」
の

み
な
さ
ん
よ
り
、
竹
田
市
へ
手
作
り
の

雑
巾
や
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
等
の
入
っ
た

被
災
地
支
援
物
資
１
０
０
セ
ッ
ト
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
縁
を
結
ん
だ
の
は
、『
災
害
復
興

支
援
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

が
ん
ば
る

日
本
！
心
の
灯
り 

竹
ほ
た
る
』
の
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
あ

た
り
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
協
力
の
も
と
、

竹
田
ビ
ル
の
鉄
塔
に
は
「
竹
ほ
た
る
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
天
高
く
舞
い
上

が
っ
た
ほ
た
る
は
、
大
分
市
内
ま
で
飛

ん
で
い
き
、
長
浜
ビ
ル
鉄
塔
に
も
復
興

の
明
か
り
を
灯
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
見
た
「
舞
サ
ロ
ン
」
の
み

な
さ
ん
が
大
変
な
感
銘
を
受
け
、“
自

分
た
ち
に
も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
？
”
と
、
こ
の
度
の
お
申
し
出
を
い

た
だ
い
た
の
で
す
。
周
辺
住
民
か
ら
も
、

「
元
気
を
い
た
だ
い
た
。」「
も
っ
と
続
け

て
ほ
し
い
。」と
い
っ
た
声
が
届
け
ら
れ
、

３
月
末
ま
で
引
き
続
き
点
灯
さ
れ
る
予

定
で
す
。
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　保
　
険

　国
民
健
康
保
険・健
康
世
帯
表
彰

70
歳
か
ら
74
歳
の
国
保・
高
齢
受
給

者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

制
度
改
正
に
よ
り
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
、

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
の
医
療
機
関
に
か
か
っ

た
際
の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
引
き
上
げ

ら
れ
る
予
定
で
し
た
が
、当
面
「
１
割
」
に
継

続
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
お
持
ち
の
高
齢
受
給

者
証
の
一
部
負
担
金
の
割
合
が
「
２
割
（
25

年
３
月
31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
人
に
は
、
３
月
末
ま
で
に
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
部
負
担
金
の
割
合
が
３
割
の
方

に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
保
険
課　

国
保
・
高
齢
者
医
療
係

　
☎
６
３-

１
１
１
１

　
（
内
線
１
３
５・１
３
６・１
３
７
）

平
成
24
年
度
健
康
世
帯
の
み
な
さ
ま
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　

竹
田
市
は
国
民
健
康
保
険
税
を
納
期
内
に

完
納
し
、
健
診
を
受
け
て
い
る
世
帯
で
、
２

年
間
以
上
医
療
機
関
等
に
無
受
診
の
世
帯
を

健
康
世
帯
と
し
て
表
彰
し
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
２
年
表
彰

　

本
田
絵
理
子
（
竹
田
・
塩
付
）、
望
月
悦

　

子
（
竹
田・吉
田
）、
渡
部
紀
代
子
（
竹
田・

　

大
正
）、
古
賀
勝
子
（
竹
田
・
大
津
留
下
）、

　

今
村
ミ
ネ
子
（
竹
田
・
市
用
）、
志
賀
廣

　

子
（
竹
田
・
市
用
）、
後
藤
信
二
（
竹
田
・

　

上
坂
田
西
）、齊
藤
ハ
ル
子
（
荻・馬
背
野
）、

　

阿
部
惠
司
（
久
住
・
桐
迫
住
宅
）、
吉
竹

　

貴
美
子
（
久
住
・
千
人
塚
新
町
）、
籾
木

　

義
憲
（
直
入
・
小
津
留
）

○
３
年
表
彰

　

阿
南
昭
一
（
竹
田・桜
瀬
）、原
田
雄
二
（
竹

　

田
・
岩
本
）、
野
田
峯
子
（
竹
田
・
次
倉
）、

　

麻
生
久
幸（
竹
田
・
川
床
下
）、
菅　

道
輝

　
（
竹
田・久
保
）、興
梠
泰
永
（
荻・桜
町
東
）、

　

戸
井
田
初
代
（
荻
・
桑
木
）

○
４
年
表
彰

　

菊
池
昭
治
（
久
住
・
タ
カ
ノ
巣
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

宝くじ
助成

「田代八幡社俚楽」の
用具が新しくなりました！
　宝くじの助成金で、田代八幡社
俚楽（荻町柏原）の用具が整備さ
れました。貴重な民俗文化、伝統
芸能を守る取組が積極的に推進さ
れ、地域活動の更なる盛り上がり
が期待されます。

『大分』から全国に向けて情報発信！
６市町が「キリシタン・南蛮文化」交流促進協定結ぶ

　

２
月
12
日
、
戦
国
・
江
戸
時

代
の
キ
リ
シ
タ
ン
や
南
蛮
文
化

の
遺
産
が
数
多
く
残
る
６
市
町

（
臼
杵
市
、
竹
田
市
、
大
分
市
、

国
東
市
、
津
久
見
市
、
日
出
町
）

が
連
携
協
力
を
図
り
、
地
域
の

文
化
遺
産
を
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
や
観
光
振
興
に
活
か
し
て
い

こ
う
と
、「
キ
リ
シ
タ
ン
・
南
蛮
文

化
交
流
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
大
分
市
役
所
で

行
わ
れ
、
６
市
町
長
が
協
定
書

に
署
名
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
各
市
町
長
が
順
に

挨
拶
。
首
藤
竹
田
市
長
は
「
今

回
の
協
定
を
も
っ
て
、
地
域
間

交
流
を
さ
ら
に
深
め
、
広
範
囲

に
わ
た
る
意
義
深
い
〝
地
域
振

興
〟
の
戦
略
が
打
ち
出
せ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

 　

今
後
は
６
市
町
で
連
携
を
し

な
が
ら
、
歴
史
的
な
「
キ
リ
シ

タ
ン
・
南
蛮
文
化
」
遺
産
の
情

報
を
整
理
、
共
有
し
、
地
域
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

↑
工
藤
義
見
日
出
町
長
、
吉
本
幸
司
津
久
見
市
長
、

　
三
河
明
史
国
東
市
長
、
釘
宮
磐
大
分
市
長
、
首
藤

　
勝
次
竹
田
市
長
、
中
野
五
郎
臼
杵
市
長

（
写
真
左
か
ら
）
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↑初めてノルディックウォーキングにチャレンジした参加者も地域の魅力を満喫しました

竹
田
市
の
魅
力
再
発
見
と
健
康
づ
く
り
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
︱
︱
︱

竹
田
市
に
は
各
地
域
に
温
泉
が
あ
り
、
広
大
な
自
然
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
竹
田
市
な
ら
で
は
の

「
温
泉
」
や
「
自
然
」
を
全
身
で
感
じ
な
が
ら
楽
し
く
美
し
く
健
康
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
。

〝
人
生
、楽
し
み
な
が
ら
健（
す
こ
4

4

）や
か
に
な
れ
る
旅（
た
び
4

4

）に
〟
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
「
竹

田
式
湯
治
体
感
ツ
ア
ー
〝
す
こ
た
び
〟」
は
生
ま
れ
ま
し
た
。

みんなで歩くと
楽しいなあ

黒阪　義さん

 （ 53 歳）

竹田の良さを
　知ってほしい

原田益男さん （ 65 歳）

優子さん （ 62 歳）

毎日１万歩！
続けることが大切

首藤アヤ子さん

 （ 83 歳）

　「日頃、仕事帰りに竹田の街中を歩いて
います。今回は“ オルレ ”に魅かれて参加。
ノルディックウォーキングも初めてで、
日頃ひとりで歩いているのとは違い、集
団で取り組めることは自分にとって励み
になりました。昼食も栄養を考えた内容
であり、また健康チェックもできて、安
心して参加できる内容が魅力的でした」

　「今回の参加の目的は主人（益男さん）
に竹田を知ってもらい、好きになっても
らうこと。積極的に市のイベントには参
加しています。もともと、温泉や運動は
好きで、ウォーキングしたりゴルフをし
たり……。市民の方もイベントにもっと
参加して、竹田のよさを知ってほしいで
すね」

　「歩き始めて 26 年。歩くことは一日
の日課です。チラシを見て『絶対参加し
たい！』と思って申込みました。途中き
つくなったら、諦めようと思っていまし
たが、完歩できました。
　参加者のみなさんとお友達になれ、お
心遣いのお陰でした。歩くことを続ける
ことは、大切ですね」

参加者の
声

合言葉は

今回のオルレで使用したノルディック
ウォーキングのポールを使用すること
で全身の 9割の筋肉を動かし、運動
量も3〜 4割増すといわれています。
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健康一直線 「すこたび」

「
健
康
一
直
線
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
！

　
「
健
康
で
あ
り
た
い
」
と
誰
も
が
望
み
、

竹
田
市
で
は
多
く
の
市
民
の
方
が
、
積
極
的

に
健
康
づ
く
り
に
参
加
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
継
続
す
る
こ
と
の
難
し
さ
か
ら
中

断
す
る
方
や
、
や
る
気
は
あ
る
が
な
か
な
か

実
践
に
た
ど
り
つ
か
な
い
方
、
健
康
づ
く
り

に
関
心
の
薄
い
方
も
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
竹
田
市
の
新
た
な
健
康
づ
く
り

の
取
り
組
み
と
し
て
「
健
康
一
直
線
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
運
動
、
食
生
活
改
善
、

健
診
そ
し
て
温
泉
を
４
本
柱
に
、
市
民
が
誰

で
も
取
り
組
む
こ
と
の
で
き
る
健
康
づ
く
り

事
業
を
推
進
を
し
て
い
ま
す
。

　
〝
す
こ
た
び
〟
も
健
康
一
直
線
の
一
環
と

し
て
、
竹
田
市
の
魅
力
を
再
発
見
し
な
が

ら
、
健
康
づ
く
り
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
を
体

験
し
、
少
し
で
も
多
く
の
市
民
の
方
が
体
験

の
中
か
ら
自
分
の
健
康
に
目
を
向
け
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
観
光
客
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

厳
選
し
、
市
民
向
け
と
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。

第
１
弾
「
長
湯
温
泉
で
美
肌
ス
キ
ン
ケ
ア

　
～
炭
酸
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
講
座
～
」

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

美
し
く「
健
康
づ
く
り
」

　

竹
田
市
出
身
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
高
野
明
美
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
炭
酸
泉

を
活
用
し
た
美
肌
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
講
演

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炭
酸
泉
が
身
体
に

も
た
ら
す
影
響
に
加
え
、
美
肌
づ
く
り
の
ヒ

ン
ト
を
得
た
参
加
者
か
ら
は
、
驚
き
と
喜
び

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
話
だ
け

で
な
く
家
庭
で
体
感
で
き
る
炭
酸
泉
と
し
て
、

バ
ス
ソ
ル
ト
作
り
も
体
験
し
ま
し
た
。
そ
の

後
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
温
泉
入
浴
で
身
も
心

も
癒
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第
２
弾「
冬
の
オ
ル
レ　
12
㎞・
ノ
ル
デ
ィッ
ク

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
！
」

︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱
︱

歩
い
て「
健
康
づ
く
り
」

　

韓
国
オ
ル
レ
協
会
が
認
定
し
た
九
州
４
つ

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
う
ち
一
番
人
気

の
あ
る
「
奥
豊
後
コ
ー
ス
」(

朝
地
駅
～
豊

後
竹
田
駅)

約
12
㎞
を
、
ポ
ー
ル
を
使
っ
て

歩
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
19
名
、
35
歳
か
ら

83
歳
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

用ゆ
う
じ
ゃ
く作公
園
・
普
光
寺
・
十そ
う
が
わ川
の
柱
状
節
理
・

岡
城
跡
な
ど
見
所
満
載
の
コ
ー
ス
と
、
雑

穀
米
お
に
ぎ
り
や
あ
っ
た
か
ポ
ト
フ
で
の
昼

食
、
甘
酒
等
、
五
感
で
堪
能
し
た
ツ
ア
ー
で

し
た
。

　

始
め
は
顔
見
知
り
同
士
で
か
た
ま
っ
て
い

た
参
加
者
も
、
終
盤
の
休
憩
所
で
は
顔
見
知

り
で
は
な
い
方
同
士
が
自
然
と
隣
り
合
い
、

談
笑
す
る
な
ど
和わ

き気
藹あ
い
あ
い藹

と
し
た
雰
囲
気

で
、
最
後
は
笑
顔
で
全
員
が
12
㎞
を
完
歩
し

ま
し
た
。

体
験
を
こ
れ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
に

　

健
康
一
直
線
で
は
市
民
誰
も
が
取
り
組
む

こ
と
の
で
き
る
運
動
と
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
勧
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
12
㎞
歩
き
ま
し

た
が
、
毎
日
こ
の
距
離
を
歩
く
こ
と
は
難
し

く
、
月
１
回
歩
い
た
だ
け
で
は
、
効
果
は
出

ま
せ
ん
。
健
康
づ
く
り
の
効
果
を
期
待
す
る

な
ら
少
し
の
距
離
で
も
続
け
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

そ
し
て
、
続
け
る
秘
訣
は
達
成
感
を
得
る

こ
と
、
そ
の
た
め
に
有
効
な
手
段
が
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
結
果
を
記
録
す
る
こ
と
で
す
。
歩
い

た
時
間
・
距
離
・
歩
数
ど
れ
か
１
つ
で
も
記

録
を
し
て
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
が
取

り
組
ん
だ
結
果
が
目
に
見
え
て
、
達
成
感
を

実
感
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

一
度
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
、
ま
た
や

っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
方
、
ぜ
ひ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
記
録
を
活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
記
録
票
も
配
布
し
て
い
ま

　

す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

↑
ス
キ
ン
ケ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
野
明

　
美
さ
ん
に
よ
る
講
話

↑手湯体験で炭酸泉の
　効果を体感

↑健康チェック
　血管年齢とストレスチェック

←到着後、栄養士による運
　動後の栄養について説明
　やインストラクターによ
　るマッサージ方法を聞く
　参加者たち

↑昼食はポトフで心も体も
　温まる！

↑地元の方とのふれあいは心が癒
　されます！

「すこたび」問竹田市健康増進課　☎ 63-4810、竹田市観光ツーリズム協会　☎ 63-0585
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有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、
友人高田力蔵の案内で竹田市を訪
れ、竹田高校で講演した川端との
縁は、まさに目には見えない力だ
けれど、神の配剤としか思えない。

市長コラム
〈第44 回〉

　

先
日
、
竹
田
小
学
校
の
6
年
生
か
ら
ラ
ブ
レ
タ
ー
の
よ
う

な
嬉
し
い
便
り
が
届
け
ら
れ
た
。｢

岡
城
に
来
る
観
光
客
が

少
な
く
な
っ
て
寂
し
い
で
す
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
構
想
も
提
案

さ
れ
た
け
れ
ど
、
私
た
ち
は
岡
城
の
魅
力
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
真
剣
に
考
え
て
み
ま
し
た｣

と
い
う
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
、

そ
し
て
6
枚
の
大
き
な
模
造
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

　

熱
い
！
深
い
！
す
る
ど
い
！　

と
に
か
く
示
さ
れ
た
6
つ

の
提
案
に
驚
か
さ
れ
た
。
加
え
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
構
想
に

つ
い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
も
興
味
深
い
も
の

だ
っ
た
。結
果
は
、必
要
が
１
９
２
人
、不
必
要
が
２
２
９
人
。 

必
要
が
46
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
必
要
が
54
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

便
り
だ
け
で
の
報
告
で
は
あ
ま
り
に
も
も
っ
た
い
な
い
の

で
、
堀
治
士
校
長
先
生
に
お
願
い
し
て
、
私
や
教
育
長
は
も

ち
ろ
ん
、
関
係
す
る
市
役
所
の
職
員
に
も
直
接
勉
強
さ
せ
て

欲
し
い
と
申
し
出
た
。
こ
う
し
て
学
校
で
の
報
告
会
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
報
告
会
は
、
と
て
も
内
容
の
あ
る
も

の
で
、
私
た
ち
大
人
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

す
ば
ら
し
か
っ
た
の
は
自
分
の
主
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
を
綿
密
に

調
査
し
冷
静
に
分
析
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
単
に
賛
成

や
反
対
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
が
明
確
に
語
ら
れ

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
の
は
、
反
対
だ
と
す
る
の
な
ら
、
ど

ん
な
方
法
が
い
い
と
思
う
の
か
を
、
堂
々
と
述
べ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
た
だ
単
に
反
対
だ
と
か
、
反
対
の
た
め
の
反
対

理
由
を
無
理
や
り
に
押
し
付
け
る
と
い
う
こ
と
が
な
い
。
ス

マ
ー
ト
な
の
だ
。

　

最
大
評
価
に
値
す
る
の
は
、｢

何
と
か
し
て
岡
城
に
多
く

の
観
光
客
が
来
て
欲
し
い｣

と
い
う
純
粋
な
願
い
が
基
軸
に

な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
構
想
は
平
成
14
年
、

つ
ま
り
合
併
前
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
構
想
な
の
で
あ
る

が
、
再
び
提
案
し
た
理
由
に
は
、｢

観
光
客
の
著
し
い
高
齢

化
や
障
が
い
者
福
祉
へ
の
対
応｣

と
、
観
光
客
誘
致
と
い
う

二
面
性
が
あ
っ
た
。
当
然
、
文
化
財
保
護
や
景
観
整
備
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
が
、｢

地
域
住
民

は
ど
こ
ま
で
関
心
を
示
し
、
本
当
に
死
に
物
狂
い
で
岡
城
を

再
生
さ
せ
る
気
が
あ
る
の
か｣

と
い
う
調
査
の
意
味
も
あ
っ
た
。

　

結
果
的
に
は
、
一
番
反
応
を
示
し
、
真
剣
に
考
え
て
く
れ

た
の
は
こ
ど
も
た
ち
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。
嬉
し
く
も
あ
り
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
残
念
な
気
持
ち
に
も
な
っ
た
。
大
人
た
ち
の
反

応
が
見
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
。
災
害
の
後
、
わ
が
竹
田
市
で
は
文
化
会
館
の
こ
と

や
図
書
館
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
市
街
地
の
再
生
の
こ
と
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
議
論
は
こ
れ
か
ら
だ

し
、
す
で
に
関
心
の
高
い
市
民
団
体
か
ら
の
構
想
提
案
も
寄

せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
い
ま
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
こ
の
こ

ど
も
た
ち
の
よ
う
に
純
粋
に
、
そ
し
て
情
熱
と
責
任
感
を
抱

い
て
議
論
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ち
が
っ
て
も
、
世
論
を

勝
手
に
操
作
し
た
り
、
事
実
と
は
ほ
ど
遠
い
独
り
よ
が
り
の

情
報
で
世
の
中
を
撹
乱
さ
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
竹
田
小
学
校
の
6
年
生
の
皆
さ
ん
と
、
そ
し
て

担
任
の
広
瀬
惇
治
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

議
論
の
大
切
さ
、世
論
操
作
の
危
う
さ

竹
田
小
学
校
の
6
年
生
に
学
ぶ
―――――――







← ｢何とかして岡城に多くの
　観光客が来て欲しい｣ とい
　う熱い思いが込められたプ
　ロジェクト提案をしてくれ
　た竹田小６年生の児童たち

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

　

１
月
31
日
、「
平
成
24
年
度
大
分
県

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果
及
び
表
彰

式
」
が
県
庁
新
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
市
は
昨
年
８
月
号
を
出
品
し
、
入
選

を
果
た
し
ま
し
た
。 

　
８
月
号
は
、「
７
・
12
豪
雨
水
害
」
を

特
集
し
ま
し
た
。
当
時
は
災
害
復
旧
の

慌
た
だ
し
い
状
況
下
の
制
作
の
た
め
、

市
民
や
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
多
大
な

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

○
広
報
紙
の
部
（
結
果
）

特
選
・
広
報
ひ
た
12
月
号
（
日
田
市
）

入
選・広
報
た
け
た
８
月
号
（
竹
田
市
）、

　

市
報
ぶ
ん
ご
お
お
の
８
月
号
（
豊
後

　

大
野
市
）

佳
作・市
報
さ
い
き
12
月
号（
佐
伯
市
）、

　

広
報
き
つ
き
９
月
号
（
杵
築
市
）

【
審
査
員
】 

遠
藤
信
二

　
（
西
日
本
新
聞
社
大
分
総
局
総
局
長
）

大
崎
輝
彦

　
（
大
分
県
美
術
協
会
写
真
部
会
会
長
）

土
谷
晴
美（
大
分
県
広
報
広
聴
課
課
長
）

辻
野　

功
（
大
分
学
研
究
会
会
長
）

【
竹
田
市
に
対
す
る
審
査
コ
メ
ン
ト
】 

 

・
４
頁
の
矢
印
は
よ
く
分
か
る
。
９
頁

　

の
「
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
ボ
ラ
ン
テ

　
ィ
ア
活
動
」は
他
市
町
村
で
も
有
効
。     

　
・
災
害
直
後
な
が
ら
よ
く
ま
と
め
ら
れ

　
て
い
る
。

 

・
郷
土
の
植
物
は
何
か
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　
４
頁
写
真
は
分
か
り
や
す
い
。 

 

・
復
旧
、
復
興
が
大
き
く
打
ち
出
さ
れ

　

た
良
い
企
画
。
文
章
量
が
多
い
の
が

　

や
や
難
。

「
広
報
た
け
た
」

県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
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今月のひと

株
式
会
社
田
ん
ぼ
屋
の
じ
り
（
荻
町
高
練
木
）

第
44
回
大
分
県
農
業
賞「
最
優
秀
賞
」受
賞

中
山
間
地
域
で
「
水
稲
の

大
規
模
経
営
」
を
確
立
！

　

標
高
５
５
０
㍍
の
中
山
間
地
域
。「
株
式

会
社
田
ん
ぼ
屋
の
じ
り
」
は
平
野
部
の
よ

う
な
農
地
の
確
保
が
難
し
い
生
産
条
件
の

不
利
な
状
況
の
中
で
、荻
町
全
域
に
お
い
て
、

県
内
有
数
規
模
と
な
る
水
稲
合
計
43
㌶（
主

食
用
水
稲
28
㌶
、
飼
料
米
15
㌶
）
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
、
社
長
の
野
尻
徳
勝
さ
ん

（
64
歳
）
が
水
田
農
業
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
は
土
木
関
係
や
野
菜
作
り
の
仕
事

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
地
域
で
は
至
る
と
こ

ろ
に
『
耕
作
放
棄
地
』
が
現
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
野
尻
さ
ん
は
農
地
の
集
積

を
進
め
な
が
ら
、「
草
刈
り
」
な
ど
の
管
理

に
気
を
配
る
な
ど
、
そ
の
丁
寧
な
仕
事
ぶ

り
が
〝
信
頼
〟
を
生
み
、
高
齢
の
生
産
者

か
ら
作
付
依
頼
が
徐
々
に
増
え
て
い
っ
た
そ

う
で
す
。

　
「
条
件
が
悪
く
て
も
余
程
の
こ
と
が
な
い

限
り
、
依
頼
は
あ
れ
ば
必
ず
受
け
る
よ
」

　

当
然
な
が
ら
、
こ
の
心
意
気
も
地
域
の

信
頼
を
得
る
要
因
の
ひ
と
つ
な
の
で
す
。

　

平
成
18
年
に
長
男
・
成
尚
さ
ん
の
後
継

が
決
ま
り
、
平
成
21
年
12
月
に
一
戸
一
法
人

と
し
て
農
業
生
産
法
人
（
株
式
会
社
）
を

設
立
。
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
さ
ら
に

農
地
の
集
積
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
か
ら
は
国
の
施
策
を
活
用
し
、

飼
料
米
の
作
付
を
市
内
の
集
落
営
農
法
人

と
連
携
、
協
力
し
て
販
売
す
る
な
ど
、
経

営
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
雇
用
人
数
は
３
人
。
地
域
の
担
い

手
と
し
て
、
中
山
間
地
域
で
「
水
稲
の
大
規

模
経
営
」
が
可
能
で
あ
る
こ
と
実
証
し
、
関

係
者
の
士
気
を
高
め
続
け
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
荻
地
域
の
場
合
は
慢

性
的
に
水
不
足
が
悩
み
の
種
で
す
。
農
家

は
貴
重
な
水
資
源
を
分
け
合
う
た
め
、「
時じ

間か
ん

水み
ず

」
と
い
う
給
水
制
限
を
受
け
て
い
ま

す
。
毎
年
、
５
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
は
、

点
在
す
る
50
か
所
の
農
地
の
水
を
家
族
交

代
で
管
理
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
条
件
の
な

か
で
、
苦
労
は
多
い
。
で
も
、
そ
の
時
期
を

乗
り
越
え
た
先
に
あ
る
「
一
面
に
広
が
る
黄

金
色
の
稲
穂
風
景
」
を
見
れ
ば
、
苦
労
は

報
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
「
米
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
、
自
分
の
思

い
ど
お
り
に
や
れ
る
か
ら
面
白
い
！
」
と

語
る
野
尻
徳
勝
さ
ん
。
今
後
は
経
営
規
模

１
０
０
㌶
の
さ
ら
な
る
目
標
を
掲
げ
、
荻

地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

↑「県農業賞受賞は大きな自信と励みになります」と野尻社長（前列左）「田んぼ屋のじり」の社員のみなさん

〔
企
画
的
農
業
経
営
部
門
〕
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ま
ち
を
歩
け
ば
南
画
に
出
会
う

　
２
月
８
日
、
田
能
村
竹
田
先
生
画

碑
「
ま
ち
か
ど
南
画
館
」
除
幕
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
画
碑
は
、
ま
ち
を
歩
く
だ
け

で
南
画
に
ふ
れ
、
城
下
町
の
情
感
づ

く
り
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
分
銀
行
竹
田
支
店
前
、
カ
リ

ヨ
ン
ベ
ル
横
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

↑力強い走りでラストスパート！

　

２
月
14
日
、「
第
14
回
岡
藩
城
下

町
雛
ま
つ
り
」
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
竹
田
創
生
館
（
殿
町
・

武
家
屋
敷
通
り
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
、
井
上
隆
実
行
委
員

会
会
長
が
「
雛
祭
り
を
と
お
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を

祈
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
町
じ
ゅ
う
に
飾
ら
れ
た
お
雛
様

↑受賞を喜ぶ科学班のみなさん。
　部長・溝口愛美さん（２年）、
　三代恵理さん（２年）、工藤悠
　暉さん（１年）〔写真左から〕

←金属樹の実験。今までにない
　変色部分の疑問が今回の研究
　テーマとなった。

　
２
月
10
日
、11
日
の
両
日
、「
九
州
高

等
学
校
生
徒
理
科
研
究
発
表
大
会
」

が
長
崎
県
島
原
市
の
島
原
文
化
会
館

を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
九
州

各
県
か
ら
16
校
が
参
加
。
県
大
会
２

位
で
出
場
し
た
大
分
県
立
竹
田
高
等

学
校
（
藤
原
崇
能
校
長
）
の
教
科
研

究
部
科
学
班
は
、
化
学
部
門
に
お
い

て
最
優
秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

研
究
テ
ー
マ
は
『
銀
樹
の
生
成
に

お
け
る
他
金
属
の
析
出
』
で
、
銀
樹

が
析
出
す
る
際
に
同
時
に
析
出
し
た

金
属
の
種
類
と
、
析
出
の
原
因
を
特

定
し
、
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
授
業
の
延
長
と
し
て
や
っ
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
」
と

話
す
顧
問
の
真
柴
敬
史
教
諭
。
科
学

班
３
人
の
生
徒
は
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
研
究
結
果
の
取
り
ま
と

め
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
練

習
ま
で
、
毎
日
熱
心
に
頑
張
っ
て
き

た
そ
う
で
す
。

　

溝
口
愛
美
部
長
は
「
来
年
は
全
国

大
会
に
出
場
で
き
る
よ
う
に
、
さ
ら

に
研
究
を
深
め
た
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
　

を
見
に
き
て
く
だ
さ
い
」
と
挨

　
　

拶
を
し
ま
し
た
。

　
　
　

参
加
し
た
竹
田
保
育
所
、
竹

　
　

田
幼
稚
園
、し
ら
ゆ
り
幼
稚
園

　
　

の
園
児
た
ち
は
ひ
な
あ
ら
れ
の

　
　

入
っ
た
コ
ッ
プ
で
乾
杯
し
、「
う

　
　

れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
を
大
合

　
　

唱
し
ま
し
た
。 

　
　
　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
終
了
後
、
園

児
た
ち
は
本
町
通
り
の
会
場
に
移

動
し
、「
花
餅
づ
く
り
」な
ど
を
体
験
。

笹
に
色
鮮
や
か
な
餅
を
飾
り
付
け

て
い
ま
し
た
。

甲斐勇治選手が故郷竹田入り
　春季県体「第 55 回県内一周大分合同
駅伝大会」（２月 18 日～ 22 日）が行わ
れました。２日目（19 日）、甲斐勇治さ
ん（九電工竹田勤務／市内今出身〔30
歳〕）が力強い走りで市役所前を 10 位
でゴールイン。
　「納得のいく走りではなかったのです
が、沿道のすごい声援に後押しされて、
最後まで頑張ることができました」と、
汗を拭きながら語ってくれました。

「岡藩城下町雛まつり」始まる！
↑雛人形きれーい！

↑色鮮やかな花餅づくりに夢中

竹
田
高
校
科
学
班
が

九
州
の
頂
点
に
輝
く
！



2013年3 月発行15

　

直
入
中
学
校
野
球
部
に
唯
一
女
性

部
員
と
し
て
在
籍
し
、
中
学
校
野
球

大
会
で
活
躍
さ
れ
た
直
入
中
学
校
３

年
の
河
村
凜
さ
ん
の
功
労
が
認
め
ら

れ
、
竹
田
市
軟
式
野
球
連
盟
（
長
松

英
二
会
長
）
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
フ
ァ
ー
ス
ト
。
河

村
さ
ん
は
「
好
き
な
こ
と
を
続
け
て

こ
れ
た
の
で
嬉
し
い
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
、
国
指
定
史
跡
「
旧
竹

田
荘
」
に
て
、
平
成
24
年
度
文
化
財

火
災
防
御
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

万
一
の
火
災
に
備
え
、
乾
燥
し
や

す
い
こ
の
時
期
に
、
毎
年
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
厳
し
い
寒
さ
の
中
に

も
関
わ
ら
ず
、
消
防
団
員
た
ち
の
威

勢
の
い
い
掛
け
声
が
、
早
朝
の
「
歴

史
の
道
」
に
響
き
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

←「私の描いた絵がイン
　ターハイのポスターに
　採用されてとても嬉し
　いです」

福を引き込む綱引き大会！
　20 回を数える竹田市 B&G 直入海洋センター
室内綱引き大会が１月27日、直入町の同センタ
ー体育館で行われ、一般男性の部に 6 チーム、
ミックスの部（8 名のうち女性が 4 名以上）に
8 チームが参加し、冬の寒さを吹き飛ばす熱戦
を展開しました。結果は次のとおりです。
◇一般男性の部　優勝・竹田消防署綱引きクラ
　ブ／準優勝・ピンプパンプキン A ／第３位・竹
　田衛生社
◇ミックスの部　優勝・team 龍（ドラゴン）／準
　優勝・ピンプパンプキン Z ／第３位・２分団

　

今
年
、
竹
田
を
舞
台
に
繰
り
広
げ

ら
れ
る
平
成
25
年
度
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
登
山
大
会
の
「
ポ

ス
タ
ー
原
画
」
を
募
集
し
、
最
優
秀

賞
に
竹
田
高
校
３
年
の
一
宮
未
晴
さ
ん

（
荻
町
桜
町
東
・
17
歳
）
の
作
品
が

選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
一
宮
さ
ん
は
昨
年
夏
、
北
信
越
か

が
や
き
総
体
（
新
潟
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

に
出
場
経
験
が
あ
り
ま
す
。
受
賞
作

品
の
原
画
は
久
住
連
山
を
背
景
に
、

と
も
に
汗
と
涙
を
流
し
、
喜
び
を
分

か
ち
合
っ
た
、
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
た
ち
の〝
明
る
い
笑
顔
〟を
モ
チ
ー

フ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
３
月
に
卒
業

し
、県
外
に
進
学
す
る
こ
と
が
決
ま
っ

て
い
る
一
宮
さ
ん
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
地
元
開
催
の
ポ
ス
タ
ー
の
原
画
に
、

果
た
せ
な
か
っ
た
夢
を
託
し
ま
し
た
。

地域農業の振興に弾み
トマト・いちご・カボス・リンドウ！県園芸関係表彰に「竹田産」入賞多数

後輩たちに夢を託す
25年度 「インターハイ登山大会」ポスターの原画決まる！

↑渡邉志郎・とし子さんご夫妻、児玉辰雄・照美さんご夫妻、阿南忠彦会長・仲村栄
　次副会長（写真左から）

　１月30日、平成24年度「大分県園芸関係表彰式並びに園芸
活性化研修会」が大分市で開催されました。野菜や果樹、花
の各種コンクールや品評会の入賞者の表彰がありました。竹
田市の受賞者は次のとおりです。 
〇第 22 回大分県野菜経営コンクール 
　【一般部門】優秀賞（大分県農業協同組合中央会長賞）
　品目：トマト・いちご 　渡邉志郎（久住町白丹町） 
○第 17 回大分県果樹産地活性化プラス 10 運動推進コンクール 
　【一般部門】優秀賞（大分県農業会議会長賞）　品目：カボス
　竹田市カボス生産出荷組合（会長・阿南忠彦）
○第 51 回大分県花き展
　金賞（大分県農業協同組合中央会長賞）　品目：リンドウ
　児玉辰雄（直入町籾山）　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

中学校球児の
凜さんが表彰

竹田の宝を火の手から守る
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バ
ー
ト
・
ク
ロ

ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市

の
周
辺
に
企
画

さ
れ
て
い
る
新

路
線
作
り
の
た

め
の
「
住
民
に
よ
る
新
路
線
企
画
」

に
対
し
、
２
０
１
３
年
1
月
17
日
、

ド
イ
ツ
議
会
で
国
費
の
予
算
配
当
が

議
決
さ
れ
た
。
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク

か
ら
バ
ー
ト･

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ

ン
を
渡
っ
て
、
ブ
ッ
ギ
ン
ゲ
ン

市
ま
で
の
路
線
に
つ
い
て
、
ド

イ
ツ
政
府
が
2
億
5
千
万
ユ
ー

ロ
（
約
3
百
億
円
）
を
供
給
す

る
こ
と
が
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

「
住
民
に
よ
る
新
路
線
企
画
」
と

は
住
民
が
考
え
た
条
件
に
基
づ

い
た
新
路
線
作
り
の
こ
と
。
今

回
、
議
決
さ
れ
た
予
算
を
使
っ

て
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活

動
し
て
き
た
住
民
運
動
団
体「
Ｍ

Ｕ
Ｔ」が
考
え
た
新
路
線
が
、や
っ

と
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

１
９
９
５
年
の
国
土
整
備
計

画
で
、
ラ
イ
ン
川
（
ド
イ
ツ
・

フ
ラ
ン
ス
の
国
境
を
示
す
）
周

辺
の
路
線
増
加
が
決
定
さ
れ
、

ド
イ
ツ
側
で
は
貨
物
交
通
の

た
め
二
つ
の
新
路
線
増
加
が
決

ま
っ
た
。
夜
間
は
22
時
か
ら
朝

6
時
ま
で
、
多
く
て
１
５
０
台
の
電

車
が
通
る
予
定
で
あ
る
。
周
辺
住

民
に
と
っ
て
は
、
騒
音
被
害
が
心
配

さ
れ
て
い
た
。
こ
の
計
画
を
実
施
す

る
予
定
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
鉄
道
の
実

施
計
画
は
、
高
い
所
を
電
車
が
通
る

企
画
で
、
騒
音
公
害
と
景
観
破
壊

が
心
配
さ
れ
、
欠
点
が
多
す
ぎ
る
と

周
辺
住
民
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
続
い
て

き
た
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン

市
と
そ
の
周
辺
は
「
ド
イ
ツ
の
ト
ス

カ
ー
ナ
」と
も
呼
ば
れ
、そ
の
イ
メ
ー

ジ
を
失
う
恐
れ
も
あ
る
。
さ
ら
に
農

地
に
も
有
害
な
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
ド
イ
ツ

鉄
道
の
企
画
に
対
抗
す
べ
く
、

周
辺
住
民
が
住
民
活
動
「
Ｍ
Ｕ

Ｔ
」
を
設
立
し
、
住
民
目
線
で

の
新
路
線
実
施
計
画
を
考
え
始

め
た
。「
Ｍ
Ｕ
Ｔ
」に
は
、バ
ー
ト・

ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
側
か
ら
テ
ア

ヴ
ォ
ル
ベ
ッ
ク
中
学
校
校
長
と

フ
ェ
フ
ェ
レ
副
市
長
が
役
員
と

し
て
尽
力
し
た
。「
Ｍ
Ｕ
Ｔ
」
の

企
画
は
、
地
中
に
掘
っ
た
部
分

に
線
路
を
作
り
、部
分
的
に
「
屋

根
」
を
つ
け
る
と
い
う
も
の
だ
。

地
中
に
は
防
音
剤
も
貼
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
騒
音
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
し
、
電
車
が
見

え
な
い
こ
と
で
景
観
も
保
護
で

き
る
。
ま
た
、「
屋
根
」
の
上
は

農
地
と
し
て
も
使
え
る
そ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
は
、
主
に
資
金
調
達

が
問
題
で
あ
っ
た
が
、
1
月
の

ド
イ
ツ
議
会
の
決
定
で
解
決
さ

れ
た
。
バ
ー
ト
・
ク
ロ
ツ
ィ
ン

ゲ
ン
市
の
メ
ロ
ー
ト
市
長
は
「
こ
れ

か
ら
様
々
な
法
的
手
段
に
つ
い
て
議

論
を
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
着

工
ま
で
数
年
か
か
り
そ
う
だ
が
、
ベ

ル
リ
ン
に
あ
る
ド
イ
ツ
政
府
と
議
会

か
ら
我
が
地
方
の
た
め
に
多
く
の
支

援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
る
。

たけたんアンテナ

姉妹都市 ドイツバート・クロツィンゲンコーナー

クラウディア・ケール
Ａ コラム  by claudia kehl

（国際交流員）

   「
田
舎
で
輝
き
隊
！
」
が
奮
闘
中

大
分
大
学
学
生
と「
緒お

だ
ま
き環

」に
よ
る
縁
側
カ
フ
ェ
の
取
り
組
み

　
来
客
者
が
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
や
農
家
の
人
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間

を
過
ご
す
「
縁
側
カ
フ
ェ
」
の
取
り
組
み
が
、
交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
大
分
大
学
経
済
学
部
の
学
生
た

ち
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

民
家
の
「
縁
側
」
を
使
用
し
、
立

ち
寄
っ
た
人
々
に
お
茶
と
自
家
製
の
漬

物
な
ど
を
提
供
。
地
元
の
人
と
の
会
話

や
里
山
の
風
景
に
心
が
和
む
。
嫗う

ば

岳だ
け

地

区
の
神こ

う
ば
る原
で
月
に
一
度
行
わ
れ
て
い
る

「
縁
側
カ
フ
ェ
」
の
取
り
組
み
で
す
。

　

も
と
も
と
神
原
の
有
志
に
よ
っ
て
試

験
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
事
務

局
や
広
報
を
担
う
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

が
い
な
い
た
め
、
継
続
が
困
難
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
大
分
大
学
経

済
学
部
の
「
田
舎
で
輝
き
隊
！
」（
学

生
主
体
の
実
践
的
地
域
課
題
解
決
プ
ロ

グ
ラ
ム
）
に
力
を
借
り
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し

て
県
内
各
地
で
活
動
す
る
「
田
舎
で
輝

き
隊
！
」。
そ
の
中
か
ら
竹
田
班
が
組

織
さ
れ
て
企
画
・
運
営
に
加
わ
り
、縁

側
カ
フ
ェ
は
若
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入

れ
た
も
の
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

神
原
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
か
。情
報
発
信
の
方
法
、

カ
フ
ェ
出
店
者
を
増
や
す
交
渉
、
季
節

感
を
出
す
工
夫
、
農
家
ご
と
の
独
自
プ

ラ
ン
の
作
成
、
散
策
コ
ー
ス
の
検
討
。

頭
を
寄
せ
合
い
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
な
が
ら
開
催
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

案か

か

し
山
子
を
使
っ
た
短
編
映
画
の
作
成
な

ど
、
一
風
変
わ
っ
た
企
画
に
も
挑
戦
し

ま
し
た
。

　

ま
だ
課
題
は
残
る
も
の
の
、
約
1
年

間
続
け
て
き
て
、
少
し
ず
つ
来
客
数
が

増
え
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
も
何
人
か
い
ま
す
。「
継
続

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
輝
き
隊
を
指
揮

す
る
大
分
大
学
経
済
学
部
山
浦
准
教

授
は
語
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
た
ち
は
毎
月
神
原
を
訪
れ
企

画
を
練
り
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
様
々
な
場

所
へ
出
向
き
ま
す
。
協
力
す
る
農
家
の

方
々
も
、
で
き
る
範
囲
で
工
夫
を
こ
ら

し
、
温
か
い
笑
顔
で
来
場
者
を
も
て
な

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
と
大

学
生
の
素
朴
さ
や
そ
の
頑
張
り
に
目
を

細
め
ま
す
。「
縁
側
カ
フ
ェ
」の
魅
力
は
、

そ
う
い
う
温
か
い
も
の
の
連
鎖
の
上
に

あ
る
の
で
す
。

　

月
に
一
度
だ
け
の
幻
の
カ
フ
ェ
に
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

〔
お
問
い
合
せ
〕
大
分
大
学
経
済
学
部

　
☎
０
８
０-

３
９
４
８-

１
１
１
８

　
（
東
村
）

↑大分大学のみなさん（「大分の地域資源
　を考える円卓会議」にて事例発表）

↑初めて来たのに懐かしい！縁側カフェの醍醐味
〔ホームページ〕
　http://ameblo.jp/engawacafe-taketa/
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私
は
湘
南
と
い
う
海
に
面
し
た
地
域
で
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
。
湘
南

で
は
仕
事
を
始
め
た
後
も
地
元
に
残
っ
て
、
趣
味
や
仕
事
を
両
立
さ
せ

な
が
ら
生
活
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。
そ
し
て
地
元
を
愛
し
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。「
な
ぜ
多
く
の
人
が
惹
か
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」

私
が
地
元
に
住
み
な
が
ら
常
に
考
え
て
き
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
答
え

の
一
つ
が
竹
田
に
あ
り
ま
し
た
。

　
昨
年
の
４
月
に
、
私
は
景
観
研
究
室
に
や
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
直

後
か
ら
景
観
研
メ
ン
バ
ー
に
竹
田
の
良
さ
を
伝
え
聞
き
、「
竹
田
に
関

わ
り
た
い
！
」と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
機
会
が
や
っ
て
き
た
の
は
、

夏
の
終
わ
り
で
し
た
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
農
村
集
落
に
お
け
る
風
景

と
暮
ら
し
の
変
遷
を
探
る
と
い
う
こ
と
で
志
土
知
地
区
に
お
邪
魔
さ
せ

て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
志
土
知
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
手
助

け
と
な
る
よ
う
に
と
、
志
土
知
地
区
の
地
図
を
東
京
で
作
り
ま
し
た
。

そ
の
地
図
を
実
際
に
お
見
せ
し
た
と
き
、「
志
土
知
に
来
た
こ
と
も
な

い
の
に
よ
く
作
っ
た
な
ぁ
」
と
い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
地
図
を
囲

ん
で「
昔
は
こ
こ
に
水
車
が
あ
っ
て
な
ぁ
」「
こ
こ
で
祭
り
を
や
り
よ
る
」

な
ど
と
楽
し
そ
う
に
お
話
を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
、
微
力
な
が

ら
お
役
に
立
て
た
か
な
と
感
動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
を
通
じ
て
、
志
土
知
に
は
棚
田
や
井
路
と
い
っ
た
美
し

い
風
景
が
現
在
も
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
の
暮
ら
し
の
お
話
を
聞
く

こ
と
で
初
め
て
描
く
こ
と
の
で
き
る
昔
の
風
景
も
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
暮
ら
す
方
々
の
思
い
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
宅
に
招
き
入
れ
、
志
土
知
の
こ
と
を
楽
し
そ
う
に
お
話
し

て
下
さ
っ
た
り
、
志
土
知
の
食
材
を
使
っ
た
手
料
理
を
振
舞
っ
て
頂
い

た
り
、
小
学
校
の
脱
穀
体
験
に
参
加
さ
せ
て
頂
い
た
り
す
る
中
で
、
み

な
さ
ん
が
志
土
知
を
愛
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
思
い
を
知
る
こ
と
で
、
私
た
ち
景
観
研
メ
ン
バ
ー
も
志
土
知
そ
し
て

竹
田
と
い
う
ま
ち
に
惹
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
竹
田
と
湘
南
は
山
間
地
域
と
海
岸
地
域
と
い
う
異
な
る
地
形
的
特
徴

を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
が
地
元
を
好
き
と
い
う
こ
と
が
共
通
点
だ

と
思
い
ま
す
。

　
〝
地
元
愛
が
溢
れ
る
ま
ち
〟、
こ
れ
が
人
を
惹
き
つ
け
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

column & news

生き活き
興
起

厚生労働省パッケージ事業　「生き活き興起雇用創出大作戦！」―――――――――――――――――

竹田雑感　　♯３8
〜調査研究を通してみた竹田〜

〝地元愛が溢れるまち〟
　これが人を惹きつけるのではないだろうか。

東京大学景観研究室修士 1 年 　　柴田　賢祐　KENSUKE SHIBATA

　パッケージ事業では重点３分野における、新たな仕組
みづくりと人材育成により、雇用や起業・創業を目指し
ていますが、このほど「健康づくり」分野でセミナーを
受講されている方や「竹田ヘルスフィットネス」に所属
する会員など７名が大分県知事認定の「ヘルスサポート
トレーナー」として認定証を授与されました。
　この資格は「ＮＰＯ法人ヘルス・フィットネス・フォー
ラム」が　主催した「高齢者のための、体力づくり指導
者養成講習会」を昨年６月から 12 月まで受講し、実技
や筆記試験に合格した者が認定されたもので、今後さ
らに実践を重ねながら指導者としての活躍が期待されま
す。活性化協議会でも「健康づくり指導者養成セミナー」
を受講された方への修了証や、指導者として別に定める
一定の基準を満たした方へ竹田市が認定する「コミュニ
ティーインストラクター」の認定証を交付することにし
ています。
　適切な指導による、健康づくりのための様々な取り組
みは「健康寿命の延伸」つまり「介護予防」にも繋がっ
ていきます。すでに実践活動を行っている、組織や個人・

指導者誕生、期待される今後の実践活動

団体及び行政など関係機関と連携を深めながら「竹田な
らではの健康づくり」を目指し、引き続き専門家による
セミナーを開催します。　
　「健康づくり」、「地域福祉・介護」、「環境・エネルギー」
各分野のセミナーも事業最終年度となる平成 25 年度の
展開に向けて、新規セミナー参加者を募集しています。
　詳しい内容につては、当協議会のホームページまたは
下記までお問い合わせください。

受講者がヘルスサポートトレーナー資格（県知事認定）を取得！

問竹田市経済活性化促進協議会〔ホームページ〕http//taketa-syokuiku.org　☎ 62-2122

↑健康運動インストラクター養成セミナーの様子
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普
通
、
日
常
生
活
の
中
で
、
よ
そ
の
家
の

家
紋
を
意
識
し
て
見
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
。

だ
か
ら
、
人
様
の
家
紋
を
知
ら
な
い
の
は
珍

し
く
な
い
。
だ
が
、
竹
田
に
は
十
字
を
あ
し

ら
っ
た
家
紋
（
裏
紋
と
し
て
使
用
す
る
場
合

も
あ
る
）
を
持
つ
家
が
多
い
こ
と
に
お
気
付

き
だ
ろ
う
か
。（
写
真
①
）

　

竹
田
市
民
な
ら
ば
、
旧
藩
主
中
川
家
の
中

川
ク
ル
ス
（
写
真
②
）
を
ご
存
知
と
思
う
が
、

こ
の
家
紋
に
は
十
字
と
イ
エ
ズ
ス
会
の
マ
ー

ク
で
あ
る
「
Ｉ
Ｈ
Ｓ
」
の
文
字
が
巧
妙
に
隠

さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
も
あ
る
。
そ
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
旧
家
臣
で
十
字
家
紋
を
有
す

る
家
が
多
い
こ
と
は
竹
田
特
有
の
事
象
の
よ

う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
全
国
的
に
も

珍
し
い
ら
し
く
、
竹
田
の
十
字
家
紋
の
種
類

の
多
さ
に
驚
く
研
究
家
も
い
る
。

　

特
に
摂
津
茨
木
時
代
か
ら
の
中
川
家
家
臣

で
十
字
家
紋
を
持
つ
家
は
相
当
な
数
に
上
る
。

織
田
信
長
の
時
代
の
摂
津
は
、
ザ
ビ
エ
ル
を

筆
頭
に
多
く
の
南
蛮
人
が
集
ま
っ
た
場
所
で

あ
り
、
彼
ら
が
持
ち
込
ん
だ
西
洋
の
デ
ザ
イ

ン
を
自
分
の
家
紋
と
す
る
た
め
に
、
わ
れ
先

に
と
武
将
が
争
っ
た
歴
史
が
あ
る
。
そ
し
て
、

多
く
の
侍
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
り
、
進
ん
で

十
字
を
家
紋
に
取
り
入
れ
た
こ
と
は
紛
れ
も

無
い
。
そ
の
家
臣
た
ち
が
藩
主
と
共
に
岡
藩

に
来
た
の
だ
か
ら
、
竹
田
に
十
字
の
家
紋
が

残
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
あ
る
方

が
言
う
に
は
、「
旧
岡
藩
の
士
族
は
全
員
が
キ

リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
か
ら
、
十
字
の
家
紋
は
当

た
り
前
」
な
の
だ
そ
う
だ
。
た
だ
、
十
字
の

家
紋
の
家
す
べ
て
が
キ
リ
シ
タ
ン
で
あ
っ
た

と
は
断
言
で
き
な
い
が
、
十
字
家
紋
は
暗
号

で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
キ
リ
シ
タ
ン
は
キ
リ
シ
タ
ン
同
士

で
し
か
婚
姻
関
係
を
結
べ
な
か
っ
た
し
、
人

目
を
忍
ん
で
信
仰
す
る
に
は
同
じ
キ
リ
シ
タ

ン
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。
そ
れ
に
は
家
紋
が
う
っ
て
つ
け
の

目
印
と
な
る
。
洞
窟
礼
拝
堂
の
中
で
十
字
家

紋
の
着
物
を
着
た
侍
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
礼

拝
す
る
姿
は
、
な
ん
と
も
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
で

あ
る
。
竹
田
で
は
家
紋
さ
え
も
貴
重
な
キ
リ

ミステリアス！竹田キリシタン

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
⑧
〔
城
下
町
遺
物
編
〕

岡
藩
特
有
の
十
字
家
紋
の
ル
ー
ツ
を
探
る

　
１
万
５
千
人
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
住
ん
だ
町
「
竹
田
」。
そ
の
信
仰
の
足
跡
は
、
家
紋
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

十
字
家
紋
は
南
蛮
渡
来
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
で
も
あ
る
の
だ
。

シ
タ
ン
遺
物
の
一
つ
と
な
る
の
だ
。

　

江
戸
初
期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
古
い
墓

石
が
何
百
と
立
ち
並
ぶ
中
に
、
そ
の
珍
し
い

形
の
墓
石
は
あ
っ
た
。
そ
こ
は
、
城
下
町
で

最
も
キ
リ
シ
タ
ン
墓
が
多
い
、
と
あ
る
場
所
。

　

し
か
し
、
今
で
は
お
参
り
す
る
人
も
い
な

い
の
だ
ろ
う
か
、
墓
石
は
草
木
に
覆
わ
れ
て

い
た
。
そ
の
形
に
驚
き
な
が
ら
も
、
長
い
間

に
ま
と
わ
り
つ
い
た
草
木
や
ツ
ル
、
苔
を
取

り
除
い
た
。
す
る
と
、
見
事
な
十
字
架
墓
石

が
現
れ
た
。（
写
真
③
）

　

こ
れ
ま
で
、
墓
石
に
十
字
を
彫
っ
た
も
の

は
い
く
つ
も
見
て
き
た
が
、
古
い
墓
石
で
形

そ
の
も
の
が
十
字
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
初

め
て
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
岡
藩
内
で
は
見

た
こ
と
が
な
い
。
し
か
も
、
往
時
は
多
く
の

人
が
往
来
し
た
で
あ
ろ
う
道
沿
い
に
堂
々
と

建
て
ら
れ
て
い
る
点
に
も
驚
く
。
墓
石
に
故

人
の
名
前
は
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
没
年
月
日

は
彫
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
時
代
は
不
明
で

あ
る
。（
背
面
に
は
『
愛
な
き
者
は
神
を
知
ら

ず　

神
は
愛
な
り
』
の
文
字
）
そ
こ
で
、
教

会
関
係
者
に
詳
細
を
尋
ね
て
み
た
が
確
認
で

き
な
か
っ
た
。
た
だ
、
こ
の
墓
石
を
見
る
だ

け
で
、
熱
心
な
キ
リ
シ
タ
ン
だ
っ
た
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
こ
れ
が
禁
教
下
の
江
戸

期
の
物
で
あ
る
な
ら
ば
、
破
壊
さ
れ
ず
に
今

日
ま
で
残
っ
た
こ
と
は
奇
跡
に
近
い
。
明
治

初
期
だ
と
す
る
と
、
江
戸
期
に
生
ま
れ
た
故

人
が
、
隠
れ
て
信
仰
を
守
り
つ
つ
明
治
を
迎

え
、
没
す
る
に
際
し
て
、
こ
の
形
の
墓
石
を

望
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

故
人
が
ど
の
よ
う
な
人
で
、
ど
こ
で
誰
か

ら
洗
礼
を
受
け
た
の
か
、
ど
ん
な
信
仰
を
し

て
い
た
の
か
、
十
字
架
墓
石
は
多
く
の
ミ
ス

テ
リ
ー
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

（
後
藤
篤
美
）

埋
も
れ
か
け
た
十
字
型
の
墓
石
と
と
も
に

静
か
に
眠
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
魂

　
長
い
苦
難
の
日
々
を
乗
り
越
え
て
、
現
代
ま
で
生
き
延
び
た
古
い
十
字
架
型
の
墓
石
が

竹
田
に
も
あ
っ
た
。
安
ら
か
な
眠
り
の
中
に
も
祈
り
の
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
だ
。
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〔
制
作
・
竹
田
市
総
合
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
〕
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  宮砥編　続「籠目権現」の謎
　籠目権現の再調査の結果、キリシタン集団墓地があり、その
核となる一族の家紋がダビデ紋に酷似していることが判明。縁
者の話では、納骨堂を作る際、石材屋さんが彫りやすいように
デザインを変えたという。本来の家紋は系図に載っているそう
だが、確認には少し時間がかかりそうだ。本来の形が興味深い。
次に、この集団墓地の向かいに祭壇のある洞窟があった。今は
地蔵様が祀られているが、規模、形からして、ルイス・フォン
テス氏が洞窟礼拝堂だと断定した稲荷と酷似していた。
　ただ、この周辺にはネストリウス派やギリシャ正教のような
古い信仰が感じられる。古代ギリシャ戦士のような人物もそれ
と関係があるのだろうか。

↑個人の家紋は、「ダビデ紋」 
　に似ている

集団墓地を見渡せる小高い
場所にあった洞窟　　　　→

写真②　市民にも馴染みの深い旧岡藩主中川家の中川
　　　　クルス

写真①　市内の墓地にある十字をあしらった家紋。※断定をするものではありません。また個人のお墓のため、場所、名前等は伏せさせていただいております。

写真③　十字型の墓石　　
※個人のお墓のため、場所、名前等
　を伏せさせていただいております。
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今月のイントロダクション

ぼくたち・私たちの

学び舎

竹
田
幼
稚
園「
開
園
１
０
０
周
年
」

　

竹
田
幼
稚
園
の
楽
し
い
行
事
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
年
は
な
ん

と
い
っ
て
も
「 

１
０
０
周
年
」
で
し

ょ
う
。
明
治
41
年
、
古
町
の
正
覚
寺

に
産
声
を
上
げ
、
大
正
２
年
に
竹
田

町
立
幼
稚
園
と
な
っ
て
以
来
１
０
０

年
間
、
保
護
者
を
は
じ
め
地
域
・
関

係
者
の
皆
様
に
温
か
く
支
え
ら
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
１
月
25
日

の
記
念
式
典
は
、
約
40
名
の
来
賓
の

ご
臨
席
の
下
、
温
か
い
、
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
子
ど
も
た
ち

の
歌｢

青
い
空
の
う
た｣

(

佐
藤
義

美
作
詞)

と
合
奏
「
ス
タ
ン
ド
ア
ロ

ー
ン
〜
坂
の
上
の
雲
〜｣

。
多
く
の

お
客
さ
ん
の
前
で
、
緊
張
し
な
が

ら
も
心
を
込
め
て
演
奏
し
ま
し
た
。

「
１
０
０
年
間
の
歩
み
」
の
ス
ラ
イ

ド
上
映
で
は
、
今
の
子
ど
も
た
ち
に

は
珍
し
い
写
真
ば
か
り
で
、
歓
声
を

上
げ
な
が
ら
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
竹
田
混
声
合
唱
団
の
皆
さ

ん
か
ら
の
素
敵
な
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
、
子
ど
も
た
ち
は
に
こ
に
こ
し
な

が
ら
一
緒
に
口
ず
さ
ん
で
い
ま
し
た
。

最
後
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を

重
ね
て
き
た
（
？
）
保
護
者
・
職
員

全
員
に
よ
る
合
唱
。「
お
と
う
さ
ん
、

お
か
あ
さ
ん
の
歌
う
姿
」
を
見
つ
め

る
子
ど
も
た
ち
は
、
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。

　

４
月
か
ら
は
、
１
０
１
年
目
の
歩

み
が
始
ま
り
ま
す
。

夕
涼
み
会
楽
し
い
よ
！

　

夏
休
み
恒
例
の
夕
涼
み
会
。
家
族

や
地
域
の
方
々
を
ご
招
待
し
て
、
く

じ
引
き
や
ゲ
ー
ム
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り

な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
保
護
者
の

皆
さ
ん
は
、
交
代
で
お
店
屋
さ
ん
に

な
り
、
子
ど
も
た
ち
を
待
ち
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
い
ろ
ん
な
お
店
に
大

喜
び
。
そ
し
て
、
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
お
父
さ
ん
た
ち
に
よ
る
花
火
大

会
。
吹
き
上
げ
花
火
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ

な
ど
、
一
斉
に
噴
き
出
す
美
し
い
光

に
思
わ
ず
「
お
ー
っ
！
」
と
た
め
息

交
じ
り
の
声
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

日
頃
忙
し
い
お
う
ち
の
人
と
過
ご
す

夏
の
夕
べ
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
な
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。　
　
　
　（

芳
中
恵
子
）

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
と
も
に
育
む
竹
田
っ
子

今
月
の
学
び
舎　
竹
田
市
立
竹
田
幼
稚
園

　

岡
藩
士
先
手
物
頭
（
百
石
）

上
島
織
登
の
長
男
と
し
て
文
政

10
年（
１
８
２
７
）に
生
ま
れ
家

を
継
ぐ
と
藩
の
吟
味
役
や
営
繕

司
な
ど
を
務
め
る
。
維
新
後
は
、

軍
務
役
、
会
計
局
助
役
と
最
後

は
岡
藩
小
属
ま
で
昇
進
し
、
明

治
４
年
に
職
を
辞
し
て
い
る
。

　

勇
退
後
は
養
蚕
を
志
し
、
一

年
間
の
入
所
で
学
ん
だ
技
術
を

実
行
し
自
宅
の
畑
に
桑
を
植
え

家
に
は
蚕
室
を
設
け
て
い
る
。

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
に
は

初
め
て
自
家
飼
育
の
蚕
か
ら
繭ま

ゆ

を
と
り
、
製
糸
を
試
み
て
成
功

し
て
い
る
。

　

こ
の
成
功
を
基
に
し
て
同
志

と
相
談
、
玉
来
町
の
吉
田
に
蚕

室
を
設
け
、
荒
地
を
桑
畑
に
し

養
蚕
道
具
を
調
え
、自
身
の
産
育

成
果
を
実
践
に
移
し
て
い
る
。

　

明
治
10
年
の
西
南
戦
争
で
は

自
宅
の
蚕
室
や
製
糸
場
も
焼
失

す
る
が
、
11
年
に
は
輸
出
用
の

絹
糸
を
紡
ぐ
た
め
、
吉
田
に
繰

糸
場
を
造
り
、
６
座
の
器
械
を

置
い
て
始
め
て
い
る
。
こ
の
繰

糸
場
も
、
明
治
14
年
竹
田
裏
町

に
四
山
社
を
設
立
す
る
と
合
併

さ
せ
、
自
身
社
長
と
し
て
経
営

に
参
加
し
て
い
る
。

　

四
山
社
の
跡
は
、
平
成
４
年

の
発
掘
調
査
で
、
出
土
品
か
ら

当
時
と
し
て
は
最
先
端
の
設
備

が
調
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
証

明
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に

亡
く
な
る
が
、
生
涯
を
養
蚕
の

奨
励
と
、
技
術
の
指
導
に
尽
く

し
て
い
る
。　
　
（
広
田　

敦
）

�

「まゆ」の春秋2回の生産に成功した　上
うえしまりゅうき

島龍記

↑おとうさん・おかあさんの歌声に園児は大喜び

↑四山社経営の頃

　

上
島
龍
記
は
、
44
才
で
今
の
大
分
市
鶴
崎
に
開
設
さ
れ
た
養
蚕

試
験
場
に
入
所
す
る
。
学
ん
だ
養
蚕
技
術
を
生
か
し
、
自
家
飼
育

を
行
い
、又
同
志
と
共
に
製
糸
業
を
始
め
い
ず
れ
も
成
功
し
て
い
る
。

明
治
15
年
に
火
力
で
の
温
暖
飼
育
に
成
功
し
春
秋
２
回
繭ま

ゆ

の
収
穫

が
で
き
、
こ
の
普
及
に
も
努
め
て
い
る
。
養
蚕
業
に
尽
く
し
た
功
績

や
共
進
会
の
入
賞
な
ど
称
え
ら
れ
て
い
る
。

↑楽しかった夕涼みの思い出
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introduction

図書館の
お知らせ

3 月
■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

3　月
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23

24
31 25 26 27 28 29 30

※カレンダー中の白抜きの日が
　休館日です。

大人の本

子どもの本

新刊のご案内
【一般の本】
・等伯　上・下巻（日本経済新聞出版社）　　　安部龍太郎
・君想曲（双葉社）　　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹
・ふくわらい（朝日新聞出版） 　　　　 　　　西　加奈子
・生存者ゼロ（宝島社）　　　　　　　　　　　安生　　正
・カリグラフィーBOOK（日本ヴォーグ社）　　小田原真喜子
・新しい認知症ケア　医療編（講談社）　　　　河野　和彦
・新しい認知症ケア　介護編（講談社）　　　　三好　春樹
・伊集院静の「贈る言葉」（集英社）　　　　　　伊集院　静
・折りびな（福音館書店）　　　　　　　　　　田中　サタ

【子どもの本】
・神々の母に捧げる詩（福音館書店）　 　　金関　寿夫∥訳
・水は、（福音館書店）　　　　　　　山下　大明∥写真　文
・かにこちゃん（くもん出版）　 　　　　　きしだ　えりこ
・りっぱなうんち（あすなろ書房）　　　きたやま　ようこ
・ぐうたら道をはじめます（ＢＬ出版）　たきした　えいこ

他 30 冊ほど入りました。

司書のおすすめ

「日本の七十二候を楽しむ」―旧暦のある暮らし―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（白井明大／東邦出版）

　木の芽起こし、初がつお、土用のうなぎ、秋の七草、
羽子板市、晦日正月…。旬の野菜や果物、季節それ
ぞれの風物詩や折々の祭、行事など、旧暦にまつわ
る古きよき暮らしの知恵と楽しみをあざやかに彩る
イラストとともに味わってください。

「富士山うたごよみ」
　　（俵　万智　短歌・文、Ｕ・Ｇ・サトー　絵／福音館書店）

　「春一番の思いよ届け　青空はあなたに続く色
の階段」　俵万智のみずみずしい感性があふれる
短歌・文とＵ.Ｇ.サトーの斬新な絵で綴るえほん。
　日本の四季を楽しみながらことばの持つ力を感
じてみてください。とてもすてきな 1 冊です。

誕
生
お
め
で
と
う
❶
月
生
ま
れ
（
親
・
自
治
会
）

３月の蔵書点検のお知らせ
３月18日㈪～３月22日㈮まで休館となります。
図書館の本の冊数等を確認する大事な作業で
す。ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願
いいたします。

今
月
の

読
み
聞
か
せ

○ブックスタート　3 月13日㈬　14：00 〜 （竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしルーム　3 月 6 日㈬　13：20 〜 14：00（竹田幼稚園えほんのへや）
○おはなしルーム　3 月14日㈭　14：00 〜 14：30（南部幼稚園）
○おはなしのへや　毎週火曜日　10：30 〜 11：00（竹田市立図書館えほんのへや）
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■

ア
レ
ル
ギ
ー
と
は
？

　

ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
と
は
、
身
体

の
外
か
ら
ウ
イ
ル
ス
、
細
菌
、
寄
生

虫
な
ど
の
異
物
が
入
っ
て
き
た
と
き

に
、
そ
れ
を
除
去
す
る
た
め
に
働
く

免
疫
反
応
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
の

保健
だより
保健
だより
健
康 一 直

線

健康情報

今
こ
そ
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治
そ
う
！

免
疫
反
応
は
誰
も
が
持
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
一
部
の
異
物
に

対
し
て
過
剰
に
反
応
が
出
て
し
ま

い
、
ぜ
ー
ぜ
ー
す
る
、
か
ゆ
く
な
る
、

目
が
う
る
う
る
す
る
、
鼻
水
が
出
る

な
ど
の
症
状
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
（
花
粉

症
）、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

ア
レ
ル
ギ
ー
性
胃
腸
炎
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の

病
気
と
い
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

■

ア
レ
ル
ギ
ー
の
要
因
は
？

　

ア
レ
ル
ギ
ー
に
は
次
の

３
つ
の
要
因
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
体
質
で
す
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
は
遺
伝
性

が
強
く
２
〜
３
人
に
１
人

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
食
生
活
。
日
本
は
和
食
か
ら

洋
食
へ
と
食
生
活
の
変
化
が
大
き
い

国
で
あ
り
、
世
界
的
に
見
て
こ
の
よ

う
な
国
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子
ど
も

が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。  

　

最
後
に
、
ス
ト
レ
ス
、
排
気
ガ
ス
、

寝
不
足
な
ど
、
我
々
の
周
り
の
環
境

が
ア
レ
ル
ギ
ー
を
悪
化
さ
せ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
２
番
目
と

３
番
目
の
食
生
活
と
環
境
の
変
化

が
、
昔
に
比
べ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
治

り
に
く
く
し
て
い
る
の
で
す
。

■

ア
レ
ル
ギ
ー
は
治
せ
る
？

　

治
り
に
く
い
と
い
う
側
面
は
あ
り

ま
す
が
、
子
ど
も
の
と
き
な
ら
治
す

こ
と
は
可
能
で
す
。
乳
児
期
は
、
母

親
が
食
べ
て
い
た
も
の
に
対
す
る
ア

レ
ル
ギ
ー
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ

は
胃
腸
の
成
長
に
と
も
な
っ
て
軽
快

し
て
き
ま
す
。
一
方
、
幼
児
期
以
降

は
私
た
ち
の
周
り
に
多
い
ダ
ニ
に
よ

る
ア
レ
ル
ギ
ー
が
増
え
て
き
ま
す
。

　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
と
ダ
ニ
ア
レ
ル

ギ
ー
と
は
別
も
の
の
よ
う
に
思
え
ま

す
が
、
実
は
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に

対
す
る
治
療
を
し
た
子
ど
も
は
ダ
ニ

ア
レ
ル
ギ
ー
に
な
り
に
く
く
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
も
な
る
リ

ン
パ
系
の
発
達
は
、
12
歳
頃
に
成
人

の
２
倍
く
ら
い
ま
で
成
熟
し
た
後
に

減
少
し
て
成
人
期
の
数
値
に
な
る
の

で
す
が
、
こ
の
リ
ン
パ
系
が
著
し
く

発
達
す
る
子
ど
も
の
間
で
あ
れ
ば
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
を
変
え
る
こ
と
が
可

能
な
の
で
す
。

　
近
年
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
も
つ
人
が
増
え
て
い
る
中
、
市
で
は
大

分
大
学
医
学
部
小
児
科
の
協
力
を
得
て
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
同
大
学
の
是
松
聖
悟.

教

授
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

早
期
治
療
と
仲
間
づ
く
り
に
よ
っ
て
ア
レ
ル
ギ
ー
は
克
服
で
き
る

■

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
方
法
は
？

　

卵
ア
レ
ル
ギ
ー
を
例
に
挙
げ
る
と
、

「
卵
を
食
べ
て
も
か
ゆ
み
が
ひ
ど
く

な
ら
な
い
か
ら
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
で

は
な
い
」
と
い
わ
れ
る
方
が
多
い
の
で

す
が
、
こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
私
た

ち
は
、マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、麺
類
、練
り
物
、

菓
子
、
揚
げ
物
な
ど
か
ら
常
に
卵
の

タ
ン
パ
ク
質
を
食
べ
て
い
ま
す
。
こ
の

中
で
、
何
日
か
経
っ
て
体
が
か
ゆ
く

な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
原
因
を
特

定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　

血
液
検
査
や
皮
膚
の
反
応
テ
ス

ト
は
有
効
で
あ
り
、
参
考
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
食
物
除
去

負
荷
試
験
の
方
が
効
果
的
に
診
断

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
は
専
門
医
で
な
い
と
難
し
い

↑
大
分
大
学
医
学
部　
是
松
聖
悟.

教
授

食物アレルギーの子どもが
どれだけダニアレルギーになるのか
食事療法をしなかった子ども……94％
食事療法をがんばった子ども……18％

思春期にかけてリンパ系は急速に成長し
成人の2倍程度に達する

　乳幼児の間にアレルギーを良い状態に持って
　いければ、それがそのまま本人の体質になる
　ことが可能

⬇

食物除去負荷試験

軽快せず 軽快

軽快せず 軽快

アレルギー検査陽性食品の除去試験（2～4週）
除去試験中は徹底的に

その他の食品除去を追加（2～4週）

さらに除去を追加

除去しているもの
1品ずつ約1週間の
誘発試験

⬇ ⬇

⬇ ⬇
➡
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方
法
で
す
が
、毎
月
1
回
、竹
田
市
立

こ
ど
も
診
療
所
で
ア
レ
ル
ギ
ー
外
来

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
か
か
り

つ
け
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■

保
護
者
の
心
構
え
は
？

　

ア
レ
ル
ギ
ー
外
来
で
は
、
何
を
食

べ
な
い
か
で
は
無
く
、
ど
こ
ま
で
食

べ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
探
っ
て

い
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
神
経
質
に
な

ら
ず
気
持
ち
を
楽
に
し
て
一
緒
に
治

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
子

ど
も
を
も
つ
家
族
の
た
め
の
料
理
教

室
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
ア
レ
ル
ギ

ー
に
対
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
治
療
は
長

期
に
な
り
が
ち
で
す
の
で
、
一
人
で

は
つ
ら
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
料

理
教
室
や
勉
強
会
を
通
し
て
仲
間

づ
く
り
を
進
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
せ　
竹
田
市
健
康
増
進
課

　

☎
６
３-

４
８
１
０

今月の食育レシピ
卵を使わないとろとろオムライス
山芋とかぼちゃで卵に似せて、大好きなオムライスを作ってあげたい！

１．玉ねぎ、人参は粗みじんに切り、鶏肉は 1㎝くらいの細切りにし、グリーンピー
　　スとともにキャノーラ油で炒めて軽く塩・こしょうをふり、ごはんを加えて炒
　　めケチャップで味をつける。
２．1 のごはんを皿の中央に盛りつける。
３．かぼちゃはレンジで加熱してつぶしておく。
４．鍋に水とアレルギー用ブイヨン、かぼちゃを入れて火にかける。沸騰したら
　　おろした山芋を入れ、塩こしょうで味を調える。
５．ごはんの上に３をかけてケチャップで飾りつける。

 作り方

ごはん…………………240g
玉ねぎ…………………60g
人　参…………………20g
グリーンピース………20g
鶏　肉…………………50g
かぼちゃマッシュ……80g

（またはかぼちゃパウダー）

〈材料〉2 人分
やまいも…………………100g
アレルギー用ブイヨン……1g
水…………………………150㎖
ケチャップ………………小さじ2
キャノーラ油……………少々
塩…………………………少々
こしょう…………………少々

十
代
藩
主
・
中な

か
が
わ
ひ
さ
た
か

川
久
貴

　

久
貴
は
、
天
明
7
年
（
１
７
８
７
）
大
和
郡
山
三

代
藩
主
柳
沢
保
光
の
五
男
と
し
て
江
戸
に
て
誕
生
し

ま
し
た
。
寛
政
10
年
（
１
７
９
８
）
九
代
藩
主
久
持

が
逝
去
し
た
た
め
12
歳
で
急
養
子
と
な
り
ま
し
た
。

17
歳
の
時
に
岡
城
か
ら
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
尾
州

佐
谷
（
屋
）
に
て
発
熱
し
麻
疹
（
は
し
か
）
を
発
病

し
て
い
ま
す
。
23
歳
で
『
豊
後
国
志
』
編
纂
を
通
知

し
た
松
平
信
明
の
養
女
（
実
は
、
信
明
の
弟
：
信
邦

の
娘
）
で
あ
っ
た
16
歳
の
満み

つ

姫
と
婚
姻
し
ま
し
た
。

  

文
化
三
年
（
１
８
０
６
）
12
月
に
は
、
寛
政
元
年

（
１
７
８
９
）
竹
田
町
大
火
の
際
に
類
焼
し
た
御
客

屋
が
寺
町
に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。
御
客
屋
は
、
藩
営

の
宿
泊
所
と
し
て
田
町
に
寛
永
年
中
に
初
め
て
造
営

さ
れ
ま
し
た
。
火
災
の
た
め
寛
文
7
年
（
１
６
６
７
）

に
現
在
の
寺
町
に
移
さ
れ
、
士
分
以
上
が
宿
泊
し
、

そ
れ
以
外
は
田
町
の
喜
多
屋
を
利
用
し
ま
し
た
。
文

化
7
年
（
１
８
１
０
）
に
は
、
日
本
全
図
を
作
成
し

た
天
文
測
量
方
で
あ
っ
た
伊
能
忠
敬
も
逗
留
し
て
い

ま
す
。

　

御
客
屋
敷
の
長な

げ
し押
や
柱
に
は
、
文
化
の
一
揆
に
よ

る
刃
物
の
傷
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。
享
保
の
大
飢
饉

以
降
、
岡
藩
に
お
い
て
も
財
政
再
建
が
急
務
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
新
参
者
で
あ
る
横
山
甚
助

が
勝
手
方
御
用
掛
（
財
政
担
当
）
に
抜
擢
さ
れ
ま
し

た
。
甚
助
が
行
っ
た
新
法
は
、
農
産
品
の
流
通
を
統

制
し
、
田
畑
年
貢
率
の
増
加
、
夜
な
べ
仕
事
の
強
制

な
ど
が
実
施
さ
れ
、
農
民
の
負
担
は
増
大
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
が
政
策
へ
の
不
満
と
な
り
、
文
化
8

年
（
１
８
１
１
）
11
月
18
日
の
夜
、
葎む

ぐ
ら
ば
る原、

柏
原
、

恵
良
原
、
菅
生
原
の
四
原
の
農
民
が
一
揆
を
起
し
ま

し
た
。
山
手
河
原
に
、16
才
以
上
の
男
は
総
て
、竹
槍
、

鎌
、
山
刀
な
ど
を
持
っ
て
集
結
し
ま
し
た
。
農
民
蜂

起
の
幕
開
け
と
な
っ
た
一
揆
は
、
臼
杵
・
熊
本
・
延
岡
・

大
分
・
島
原
等
の
諸
藩
に
連
鎖
的
に
波
及
し
ま
し
た
。

甚
助
は
免
職
・
入
牢
、
そ
の
他
の
関
係
者
に
も
処
分

が
下
さ
れ
一
揆
は
収
束
し
ま
し
た
。
田
能
村
竹
田
は
、

一
揆
に
つ
い
て
建
白
書
を
出
す
も
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、

由
学
館
教
授
を
辞
任
し
ま
し
た
。

　

幼
少
の
頃
か
ら
虚
弱
で
あ
っ
た
久
貴
は
、
文
化
12

年
（
１
８
１
５
）
病
の
悪
化
に
よ
り
歩
行
も
困
難
と

な
り
隠
居
し
ま
し
た
。
文
政
7
年
（
１
８
２
４
）
9

月
20
日
、
江
戸
に
て
看
病
・
投
薬
の
効
果
な
く
38
歳

で
逝
去
し
ま
し
た
。
遺
言
に
よ
り
青
松
寺
に
て
葬
儀
、

同
寺
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。　　
　
　
　
（
佐
伯　

治
）

19

竹田市民なら知っておきたい！

文
化
の
百
姓
一
揆
に
苦
悩
し
た

↑十代藩主中川久貴（碧雲寺蔵）
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トウゴクサバノオ（キンポウゲ科）

　

谷
筋

す
育
生
に

る
軟
弱

さ
高
な

10。
す
で
草
年
多
な

　

の
生
互

茎
葉
は
複
葉

、
で

小
葉

出
葉

に
ち
ふ
。
す
で

10

の
ど
ほ
個

鈍
い
鋸
歯

。
す
ま
り
あ
が

は
葉
小

円

形
卵

が
葉
小
の
部
上
での

葉
小
。
す
で
ど

基
部

は
に

膜
質

の
）
照
参
を
絵
（

。
す
ま
り
あ
が

た
ま

根
際

い
長
は
に

柄
の
根

葉
生

。
す
ま
り
あ
も

　

、
頃
の
春
早

茎

の
ど

花
柄

か
咲
個
数
を
花
弁
５
の
色
黄
淡
の

が
は
の
る
え
見
に
弁
花
。
す
ま
せく

片

片
く
が
は
弁
花
の
当
本
、
で

雄

間
と
べ
し

の
色
金
黄
で
形
な
う
よ
る
え
違

蜜

腺

を
蜜
花
（

分
泌

右
左
が
個
２
は
実
果
。
す
ま
い
て

の
バ
サ
、
き
開
に
平
水

尾

え
例
に

る
え
生
に
方
地
東
関
。
す
ま
れ
ら

で
味
意
う
い
と
種
１
の
オ
ノ
バ
サ東

の
尾

。
す
ま
り
あ
が
名
和
の

　

が
す
ま
れ
さ
察
観
で
い
沿
谷
の
系

の
県
分
大
。
ん
せ

絶
滅
危
惧
種
。

。
す
で
月
４
ら
か
月
３
は
期
花

平成24年3月生まれ

誕生日　親
（地区・自治会）

　

ん
さ
エ
ナ
カ
中
田
に
日
４
月
２

ま
え
迎
を
歳
０
０
１
く
た
で
め
が

。
た
し

　

業
専
。
れ
ま
生
市
城
宇
県
本
熊

ま
い
て
し
を
院
入
、
在
現
。
婦
主

は
訣
秘
の
き
生
長
。
き
好
大
が
り
べ

さ
エ
ナ
カ
と
」
す
で
と
こ
る
べ
食
り

！
で
気
元
お
も
で
ま
つ
い
。
ん

田中カナエさん
（提灯谷）

すくすく1歳 平成25年4月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します！
秘書広報係 ☎63-1043

小葉の形

キリトリセン

ン
セ
リ
ト
リ
キ

井戸掘り戦隊

　岡城の空井戸の底に何があるのか、知
る人は誰もいない。文化年間に一度だけ
井戸に降りたことがある片ケ瀬の〝順次
郎〟。その深さは、地上 20 階建
てにも及ぶという。さあ、興
味のある方は集まってくれ！
〔説明会〕
日時　３月 11 日㈪　18：30 ～
場所　竹田市総合社会福祉センター
●お問い合せ　 竹田市総合まちづくりセン
　ター　☎ 0974-63-1111（内線 291）
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別冊 たけたん情報　3月号
アレックス・カー

竹田に出合う。
　現在、竹田市では少子高齢
化・過疎化という地域課題に
対し「農村回帰宣言」を標榜
し、農村への移住促進に取り
組むと同時に、歴史・文化の
再発見と、産業の再生及び人
材育成を目的に「TSG（竹田
総合学院）」構想も進めてい
ます。
　今回、歴史的景観の保全
活動や古民家再生などに尽力
されている、アレックス・カー
氏をお招きし、「アレックス・
カー竹田に出合う。」と題して
講演会を開催します。

日　時　３月９日㈯ 12:45開場　13:15開演～
会　場　西光寺（竹田温泉花水月となり）

【入場整理券取扱窓口】
・竹田市役所企画情報課（竹田市役所2階）
・竹田市観光ツーリズム協会（竹田温泉花水月館内）

※会場の都合により座席数には限りがありますので、
　整理券はお早めにお問い合わせください。

●お問い合せ　竹田市企画情報課 ☎ 63 - 4801
　　　　　　　
映画「エクレール・お菓子放浪記 」上映します！
　『支え合う人の心のやさしさ』と

『平和の尊さ』をテーマにした映画
「 エクレール・お菓子放浪記」を
下記の日程で上映します。多くの
市民の皆様のご来場をお待ちして
います。
※入場前売券は各自治会（一般
　１枚1,000 円）で販売してい
　ます。
　　また、各上映会場にて入場
　 当 日 券（ 一 般 1 枚 1,500円
　小・中・高生 1 枚 800円）で販
　売します。小学生未満は無料
　です。

○上映日程
地　域 期　日 開演時間 上映会場
直　入

3月23日㈯
10：00 竹田市直入公民館

久　住 14：30 竹田市久住公民館サンホール
竹　田 18：30 竹田市総合社会福祉センター
竹　田

3月24日㈰
10：00 竹田市総合社会福祉センター

荻 14：30 竹田市荻福祉健康エリア

●お問い合せ
映画「エクレール・お菓子放浪記」上映実行委員会事務局

（竹田市福祉事務所内）☎ 63 - 4811
　　　　　　　
第 17 回 手づくり音楽会
　と　き　3月23日㈯　13:30～15:30
　ところ　竹田中学校視聴覚室  
　入場料　無　料
　内　容　大正琴、バイオリン独奏、合唱、フルート独
　　　　　奏ほか
●主催・お問い合せ　瀧廉太郎会 ☎ 62 - 4100

第４回 光ファンタジア in 長湯湖
… 神秘の湖に映る幻想的な光の物語 …

開催期間
 2月1日㈮～ 3月17日㈰
点灯時間
 17 :30頃～21:00
入 場 料
 300円（小学生以下無料）

●主催・お問い合せ
　竹田市冬季誘客対策推進協議会☎ 0974-75-3111
腹話術公演
竹田災害から「元気・やる気・愛を腹話術で笑顔を届けよう」
　昨年大水害で大きな被害を受けた竹田市のみなさん！

「腹話術」で笑いをお届けします。復興に向けた元気・
やる気のエネルギーになりますように―――
　日　時　3月28日㈭　10:30 ～ 12:00
　場　所　竹田市総合社会福祉センター　　
　入場料　無　料
●お問い合せ
　全日本あすなろ腹話術協会別府湯けむり支部
　☎ 090 - 9591 - 0406

歴史資料館　　　　　　　　　　　☎ 63 - 1923
〔開館時間〕9:00～17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は
　　　　　開館）
　3月12日㈫～14日㈭まで展示替のため、臨時休館い
たします。ご迷惑をお掛けしますが、よろしくご了承の
ほどお願い申し上げます。
○特別展　中川秀成没後 400 年
　『 岡藩誕生 ― 400 年前の国づくり ― 』
　　1月25日㈮ ～3月10日㈰
　岡藩初代藩主中川秀成が死去してから 400 年の今年
度、竹田市の基礎を築いた秀成の藩建設を、時代背景、
それを取り巻く人間関係を中心に紹介します。
　また、中川神社所蔵の中川氏三代（清秀、秀政、秀成）
の御神像を特別出品します。他にも 400 年前の貴重な
資料を展示します。この機会にぜひご覧ください。
　※第 2・4 日曜日13:30 からは資料館職員による展示
　　解説を行います。
　※特別展期間中は、入館料は無料となります。この機
　　会にぜひ資料館に足をお運びください。

○常設展　2 階展示室Ｂ
　『 城下町の至宝 ― 竹田、直入、竹邨 ― 』
　　1月25日㈮ ～ 3月10日㈰
　城下町竹田が生んだ宝である南画、その最高峰でもあ
る田能村竹田をはじめとする館蔵の優品を紹介します。

○常設展　2 階展示室Ｂ
　『 没後20年　草刈樵谷展 』
　　3月15日㈮ ～ 4月29日（日・祝）
　草刈樵谷氏のご子息玄氏から、今年 2月に寄贈を受け
た作品を中心に、最後の豊後南画の大家の業績を紹介し
ます。

「 岡藩誕生～400 年前の国づくり」図録販売中
　歴史資料館で開催中の企画展「岡藩誕生～ 400 年前の
国づくり」の図録を販売しています（頒価 1,500 円）。主
要展示品の写真図版、解説および関連論考を収録してい
ます。ぜひお求めください。

【収録内容】（※一部）
・中川秀成肖像 ・中川三代御神像（清秀・秀政・秀成）
・サンチャゴの鐘 ・古田織部肖像ほか
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information
市民ギャラリー水琴館　　　　　　☎ 63-2200

〔開館時間〕9:00～17:00
〔休 館 日〕月曜日。祝日の翌日（月曜日が祝日の場合は
　　　　　開館）
　○岡藩城下町雛祭り展
　　2月14日㈭～ 3月17日㈰
　　享保雛・大正雛などを展示。（水琴館☎ 63-2200）
　○『写団ちくでん写真展　四季展』　　
　　3月22日㈫午後～ 4月7日㈰
　　会員各自の半折判または四切写真 40 点を展示。
　　（写団ちくでん☎ 63-1464〔佐藤〕）
　※ 3月19〜20日は展示替のため臨時休館いたします。
　　ご迷惑をお掛けしますがよろしくご了承のほどお願
　　い申し上げます。
　※なお、展示内容の詳細を知りたい方は、申込者へ直
　　接お電話ください。

商　工　

中小企業金融円滑化法の期限到来後の検査・監督の方針について
　中小企業金融円滑化法（以下「円滑化法」）が本年（25
年）3月末に期限を迎えるにあたり、円滑化法の期限到
来後における金融庁の検査・監督の方針（骨子）を、以下
のとおりお示しします。

※詳細につきましては、九州財務局大分財務事務所
　理財課☎ 097 - 532 - 7107、もしくは金融庁ホーム
　ページにてご確認ください。

平成 25 年春季全国火災予防運動
平成 25 年3月1日㈮から7日㈭までの7日間、春季
全国火災予防運動を実施します。
　この運動は、火災が発生しやすい時季を迎えるにあた
り、火災予防思想の一層の普及を図り、火災による死傷
者及び財産の損失を防ぐことを目的として、毎年実施さ
れているものです。
　今回の火災予防運動では、平成 23 年６月に住宅用火
災警報器の設置が全国で義務化されたことから、未設置
世帯に対する働きかけ及び適切な維持管理に関する周知
をはじめ、住宅火災による死者の発生防止対策の要点を
まとめた「住宅防火 いのちを守る 7つのポイント」を

【金融機関の役割】
・金融機関が、貸付条件の変更等や円滑な資金供給に努

めるべきということは、円滑化法の期限到来後におい
ても何ら変わりません。

【検査・監督の対応】
・金融検査・監督の目線やスタンスは、円滑化法の期限

到来後も、これまでと何ら変わりません。
・円滑化法の期限到来後も不良債権の定義は変わりませ

ん。（貸付条件の変更等を行っても不良債権とならない
ための要件は恒久措置です）

【借り手の課題解決】
・借り手が抱える経営課題の解決には相応の時間がかか

るものであり、本年３月末までに、何らかの最終的な
解決を求めるというものではありません。

・金融機関に対して、借り手の経営課題に応じた最適な
解決策を、借り手の立場に立って提案し、十分な時間
をかけて実行支援するよう促します。

活用し、総合的な住宅防火対策の推進を行います。

「住宅防火 いのちを守る 7つのポイント」
3 つの習慣

　○寝たばこは、絶対やめる。
　○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
　○ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

4 つの対策
　○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
　○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、
　 　 防炎品を使用する。
　○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を
　　設置する。
　○お年寄りや身体不自由な人を守るために、隣近所の
　　協力体制をつくる。

●住宅火災による死者数を減らす住宅用火災警報器
　住宅火災は、就寝時間と夕食の準備時間に発生する割
合が多いのが特徴です。特に就寝中だと火災の発生に気
づきにくく、逃げ遅れてしまう可能性が高くなります。
　また、一般の住宅の天井はあまり高くないため、火災が
起きると数分程度で煙が天井まで達してしまい、消火器
で消し止めたり、避難したりすることが難しくなります。
発生した住宅火災 100 件あたりの死者発生率は、住宅
用火災警報器が設置されていない住宅火災では 7.7人
で、住宅用火災警報器が設置されている住宅火災では
2.4 人となっており、住宅用火災警報器が設置されるこ
とにより、およそ3分の1に減少していることが分かり
ます。

☆警報が鳴ったら？
火災の時
◆大きな声で知らせましょう。
◆避難しましょう。
◆ 119 番通報しましょう。可能なら初期消火を。
火災ではない時
◆火災ではないのに火災警報器が鳴る場合がありま

す。警報停止ボタンを押すか、ひき紐を引いて警報
を止めてください。

◇防火標語（平成 24 年度全国統一防火標語）
『 消すまでは 出ない行かない 離れない 』

●お問い合せ　
　竹田市消防本部 警防課 ☎ 63 - 0119

福　祉
手話講習会（基礎課程）受講生を募集します
　竹田市では、手話通訳者や手話奉仕員を目指す方を対

設置なし

（単位：人）

設置あり
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象に手話講習会を開催しますので、受講を希望される方
は 3月22日㈮までに申込みください。
　開 催 日　毎月第1・第3火曜日（午後7時～午後9時まで）

（全23回）
開講式：平成 25年4月9日㈫ 予定

　会　　場　いきいき交流センター
（竹田市総合社会福祉センター裏）

　講　　師　大分県聴覚障害者協会から派遣
　受講費用　受講料は無料。テキスト代等実費がかかります。
　受講資格　入門課程修了者で高校生以上

（過去に入門課程を修了した方も可）
　申込書提出先　竹田市福祉事務所、各支所いきいき市民課
　＊受講申込書は竹田市福祉事務所・各支所いきいき市民課に

用意しています。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所福祉係　☎ 63-4811

税　

軽自動車にかかる市税及び廃車申告は3月末までに !
○平成25年度軽自動車にかかる市税及び廃車申告について

　軽自動車税は、平成25年 4月 1日時点の所有者（割賦
販売の場合は使用者）に平成25 年度軽自動車税が課税
されます。廃車・譲渡をした場合、廃車申告を行わな
い限り、課税の対象となりますので、3 月末までに各機
関窓口にて廃車申告を必ず行ってください。

○竹田市ナンバー（荻町、久住町、直入町ナンバー含む）の
　廃車・譲渡

【原動機付自転車（125cc 以下）、小型特殊自動車（農耕用、一般）、ミニカー】

　竹田市役所税務課
　　（竹田市大字会々1650番地）☎ 63-1111
　直入支所いきいき市民課
　　（竹田市直入町大字長湯8201番地）☎ 75-2211
　久住支所いきいき市民課 
　　（竹田市久住町大字久住6161番地 1）☎ 76-1111
　荻支所いきいき市民課
　　（竹田市荻町馬場426番地 20）☎ 68-2211
　にて取り扱っています。
　〔必要なもの〕
　・印鑑・ナンバープレート（紛失した場合は、弁償金
　　200 円が必要です）・軽自動車税廃車申告書（市役所
　　税務課及び各支所いきいき市民課にあります）
○軽自動車（四輪の大分ナンバー）や軽二輪（125 ～ 250cc以

下）の廃車・譲渡
　大分県軽自動車協会までお問い合わせください。
　所在地：大分市三佐 5-1-27 ☎ 097- 524 - 0222

○二輪の小型自動車（排気量が250㏄を超えるバイク）の車
　両の廃車・譲渡
　九州運輸局大分運輸支局までお問い合わせください。
　所在地：大分市大洲浜 1-1-45　☎ 050-5540-2087
●お問い合せ
　竹田市税務課課税係　☎ 63 - 1111（内線 127）

飼　育
蜜蜂の飼育には届け出が必要です！
◎蜜蜂（みつばち）を飼育している全ての方へ重要なお知らせ
　平成25年1月より改正養蜂（ようほう）振興法が施行さ
れました。これまで提出の必要がなかった趣味で蜜蜂を
飼育している方とニホンミツバチ飼育者の全ての人が飼
育届けの対象となり、必ず届け出が必要になりました。
蜜蜂の飼育者は、毎年1月中に蜜蜂飼育届（第1号様式）
を住所地を所管する県振興局に提出しなければなりませ
ん。なお、申請手続きには手数料はかかりません。
　※ 注）養蜂とは、蜜蜂を飼うこと。
　◇届出が必要な方

　原則、全ての養蜂業者。ただし、いちご等花粉交
配用に必要な期間のみ一時的に飼育し、蜂蜜等を販売
されない方は不要。

　◇提出期限
　毎年1月中。ただし、平成25年は趣味の蜜蜂飼育
者及びニホンミツバチ飼育者等については順次受け
付けます。

　◇届出様式
　蜜蜂飼育届（第１号様式）は大分県豊肥振興局で受
け取れます。または、下記（県のホームページ）より
ダウンロードして下さい。

（大分県家畜衛生飼料室 HP）
http://www.pref.oita.jp/soshiki/15480/youhou.html

　◇提出先　大分県豊肥振興局 生産流通部
●お問い合せ
　大分県豊肥振興局 生産流通部 企画・流通班
　（竹田市大字竹田字山手1501-2 県竹田総合庁舎3 階）
　☎ 63 - 3177

配　布
「緑の募金 」緑化用苗木の無償配布します

　日　時　3月14日㈭　13:30から
　場　所　竹田市役所本庁正面玄関
　　　　　※原則１人１本に限ります。
　　　　　　なくなり次第終了とさせていただきます。
●お問い合せ　竹田市農政課　☎ 63 - 4805
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畜
産

座
談

会
」

9
:3

0
～（

久
住

地
域

・
久

住
公

民
館

）
・

竹
田

地
域

防
火

パ
レ

ー
ド

9
:5

0
-1

1
:0

0

・「
食

育
講

演
会（

講
演：

安
武

信
吾

）」
13

:3
0

～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
竹

田
市

消
防

団
竹

田
方

面
隊

林
野

火
災

防
御

訓
練

6
:3

0～
（

九
重

野「
円

形
分

水
」付

近
）

・
第

26
回

岡
の

里
名

水
マ

ラ
ソ

ン
大

会
9

:0
0

開
会

式
／

10
:0

0
～（

種
目

に
応

じ
て

）ス
タ

ー
ト（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ス

タ
ー

ト
ゴ

ー
ル

）
・

岡
本

小
学

校
閉

校
記

念
式

典
9

:3
0

～（
岡

本
小

学
校

）

・
荻

の
里

温
泉

全
館

休
館

日
・

久
住

地
域

防
火

パ
レ

ー
ド

10
: 0

0-
11

:0
0

・
東

大
景

観
研

オ
ー

ラ
ル

ヒ
ス

ト
リ

ー
発

表
会

19
:0

0
～

（
志

土
知

研
修

セ
ン

タ
ー

 ）

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0-
11

:0
0（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
第

3回
農

業
委

員
会

総
会

13
:3

0
～（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

13
:2

0-
14

:0
0（

竹
田

幼
稚

園
）

・
Re

ad
y2

ch
at

 英
会

話
〔

英
語

中
・

上
級

〕1
9

:0
0-

21
:0

0
※

参
加

無
料

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

保
健

指
導

室
）

問
竹

田
市

商
工

観
光

課
　

☎
63

-4
80

7

・
直

入
地

域
防

火
パ

レ
ー

ド
13

:3
0-

15
:0

0
・

司
法

書
士

無
料

法
律

相
談

13
:0

0-
16

:0
0（

N
TT

西
日

本
大

分
支

店
竹

田
ビ

ル
）

問
大

分
県

司
法

書
士

会
豊

肥
支

部
☎

62
-2

61
1

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0
（

荻
福

祉
健

康
エ

リ
ア

）
：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
日

本
エ

コ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
研

究
会

全
国

大
会

in
大

分
竹

田
（

歓
迎

セ
レ

モ
ニ

ー：
塩

津
清

人
記

念
能

楽
堂

／
交

流
会：

竹
田

分
館

／
基

調
講

演：
西

光
寺

／
そ

の
他：

市
内

訪
問

）（
～

9日
㈯

）
・

歩
こ

う
会「

荻
迫

方
面

」
（

花
水

月
前

9:
30

集
合

）※
１

・
お

も
城

サ
イ

ト
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
13

:0
0

～（
岡

城
跡

駐
車

場
）

※
要

予
約

：
文

化
財

課
☎

63
-

48
18

・
美

味
し

い
は

幸
せ「

国
際

料
理

教
室

」
〔

イ
タ

リ
ア

ン
風

モ
ダ

ン
料

理「
辛

い
バ

ナ
ナ

ラ
ビ

オ
リ

」〕
10

:0
0

-
15

:0
0

※
材

料
費

約
1,

00
0円

・
先

着
10

名
要

予
約

3／
7

㈭
迄

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

調
理

室
）

問
竹

田
市

商
工

観
光

課
☎

63
-4

80
7

・
講

演
会「

ア
レ

ッ
ク

ス・
カ

ー
竹

田
に

出
合

う
。」

12
:4

5-
16

:0
0（

西
光

寺
）

・
竹

田
市

高
齢

者
大

学
開

校
式

13
:0

0-
15

:0
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

・「
ア

レ
ッ

ク
ス

・
カ

ー
」

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
9

:0
0-

12
:0

0
・

竹
田

市
文

化
連

盟
主

催
「

20
13

年
カ

ラ
オ

ケ
フ

ェ
ス

タ
」

10
:0
0
～（
久
住
公
民
館
くじ

ゅ
う
サ
ン
ホ
ー
ル
）

・
井

戸
堀

り
戦

隊「
見

て
え

ん
ジ

ャ
ー

」説
明

会
18

:3
0

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・
豊

肥
子

牛
市

場
（

9
:3

0セ
リ

開
始

）
・

お
は

な
し

の
へ

や
10

:3
0-

11
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

竹
田

古
町

会
場

）（
☎

63
-3

34
6）

・
国

民
宿

舎「
直

入
荘

」臨
時

休
館

日
・

3・
6・

12
か

月
児

健
康

診
査

〔
3

か
月

〕1
3

:0
0-

13
:2

0受
付

〔
６

か
月

・
12

か
月

〕1
3

:2
0-

13
:4

0
受

付（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0
-1

5
:3

0（
直

入
保

健
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
14

:0
0

～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）・

お
は

な
し

ル
ー

ム
14

:0
0-

14
:3

0（
南

部
幼

稚
園

）
・

五
感

で
巡

る
竹

田
遺

産
の

旅
（

直
入

編
）〔

出
発

時
間

〕
荻

福
祉

エ
リ

ア
駐

車
場

8
:3

0
市

役
所

本
庁

9
:0

0
道

の
駅

長
湯

温
泉

9
:3

0
久

住
支

所
9

:0
0

問
竹

田
市

観
光

ツ
ー

リ
ズ

ム
協

会
　

☎
09

74
-6

3-
05

85

・
歴

史
資

料
館

常
設

展
『

生
誕

12
0年

草
刈

樵
谷

展
』

9:
00

-1
7:

00（
～

４
／

30
㈫

ま
で

）
・

第1
5回

岡藩
城下

町雛
まつ

り・
流し

雛
10

:3
0-

11
:3

0（
JR

豊
後

竹
田

駅
前

稲
葉

川
河

川
敷

）
・

国
際

C
in

em
a

in
Ta

ke
ta

映
画

「
ジ

ェ
ヴ

ォ
ー

ダ
ン

の
獣

」
20

:0
0

-2
2

:0
0

※
16

歳
以

上
・

入
場

無
料（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
多

目
的

ホ
ー

ル
）

問
竹

田
市

商
工

観
光

課
☎

63
-4

80
7

・第
23

回
直

入
公

民
館

（
見

ち
ょ

く
れ

）祭
り

9
:0

0
-1

2
:0

0
（

直
入

公
民

館
ホ

ー
ル

）
・第

８
回

合
同

企
業

面
接

相
談

会
13

:0
0

-1
5

:3
0（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

竹
田
市
の
こ
よ
み
３

月
20
13
年（
平
成
25
年

）
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・
農
地
に
係
る
各
種
申
請
受
付
の
締
め
切
り
は
、毎
月
15
日
で
す（
15
日
が
土
日
の

場
合
は
直
前
の
金
曜
が
締
切
日
と
な
り
ま
す
）。

●
お
問
い
合
せ

　
竹
田
市
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
63
-4
81
5

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係
か
ら
の
お
知
ら
せ

17
18

19
20

21
22

23

24
25

26
27

28
29

30

31・
平

成
24

年
度

史
跡

岡
城

跡
保

存
修

理
事

業
報

告
会

「
岡

城
再

生
を

探
る

Ⅱ
」

13
:0

0
～

16
:0

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・
荻

の
里

温
泉

全
館

休
館

日
・「

平
成

25
年

畜
産

座
談

会
」

9
: 3

0～
（

荻
地

域
・

荻
支

所
）・

食
育

の
日

・
竹

田
市

長
選

挙・
竹

田
市

議
会

議
員

選
挙

立
候

補
予

定
者

説
明

会
〔

市
長

選
〕1

0:
00

～
〔

市
議

選
〕1

3:
30

～
（

市
役

所
本

庁
舎

３
階

会
議

室
）

・大
分

県
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
主

催「
福

祉
の

し
ご

と
出

張
相

談
」

13
:3

0
-1

5
:3

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・春
分

の
日

・ 温
泉

療
養

文
化

館「
御

前
湯

」
休

館
日

・大
分

県
行

政
書

士
会

無
料

相
談

会
13

:0
0-

16
:0

0（
大

分
県

行
政

書
士

会〔
大

分
市

〕）
問

大
分

県
行

政
書

士
会

事
務

局
☎

09
7-

53
7-

70
89

・井
戸

堀
り

戦
隊「

見
て

え
ん

ジ
ャ

ー
」決

行
日（

岡
城

跡
）

・
豊

肥
成

牛
市

場
（

9
:3

0セ
リ

開
始

）
・年

金
相

談
10

:0
0-

15
:0

0
（

竹
田

市
高

齢
者

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

）

・ 水
琴

館『
写

団
ち

く
で

ん
写

真
展

四
季

展
』（

～
４

／
７

㈰
ま

で
）

・お
も

城
サ

イ
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

13
:0

0～
（

岡
城

跡
駐

車
場

）
※

要
予

約
：

文
化

財
課

☎
09

74
2-

63
-4

81
8

・
映

画
上

映「
エ

ク
レ

ー
ル・

お
菓

子
放

浪
記

」
10

:0
0～

（
直

入
公

民
館

）／
14

:3
0～

（
久

住
公

民
館

く
じ

ゅ
う

サ
ン

ホ
ー

ル
）／

18
:3

0
～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）問
実

行
委

員
会

事
務

局
☎

63
-4

81
1

・
第

17
回「

手
づ

く
り

音
楽

会
」

13
:3

0
-1

5:
30

※
入

場
無

料
（

竹
田

中
学

校
視

聴
覚

室
）

問
瀧

廉
太

郎
会

☎
63

-1
82

3

・
神

原
縁

側
カ

フ
ェ：

大
分

大
学

経
済

学
部「

田
舎

で
輝

き
隊

!」
13

:0
0-

16
:0

0（
竹

田
市

神
原

・神
の

里
交

流
セ

ン
タ

ー「
緒

環
」

周
辺

）
・

映
画

上
映「

エ
ク

レ
ー

ル・
お

菓
子

放
浪

記
」1

0
:0

0～
（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
ー

）
／

14
:3

0
～（

竹
田

市
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
）

問
実

行
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

1

・
お

は
な

し
の

へ
や

10
:3

0
-1

1
:0

0（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・竹
田

市
長

選
挙・

竹
田

市
議

会
議

員
選

挙〔
立

候
補

事
前

審
査

〕
9

:0
0-

17
:0

0（
市

役
所

本
庁

舎
3階

会
議

室
） （

～
28

日
㈭

ま
で

）
・

5歳
児

健
康

診
査

13
:0

0-
13

:2
0

受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

・
精

神
保

健
相

談
14

:0
0-

16
:0

0（
竹

田
総

合
庁

舎
内

豊
肥

保
健

所
出

張
サ

ー
ビ

ス
会

場
に

て
＊

要
予

約
☎

09
74

-
22

-0
16

2
豊

肥
保

健
所

）

・腹
話

術
講

演
竹

田
災

害
か

ら
「

元
気・

や
る

気・
愛

を
腹

話
術

で
笑

顔
を

届
け

よ
う

」
10

:0
0

-1
2

:0
0※

入
場

無
料

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）
問

全
日

本
あ

す
な

ろ
腹

話
術

協
会

別
府

湯
け

む
り

支
部

☎
09

0-
95

91
-0

40
6

・こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-3
35

6）

3
月
行
政
相
談
員
に
よ
る
行
政
相
談
所
の
開
設
一
覧

地
　

域
相

談
日

時
　

間
開

催
場

所
 

竹
　

田
 

3
月

21
日

㈬
10

:0
0

～
12

:0
0

竹
田

市
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
相

談
室

 

荻
3

月
21

日
㈭

 
10

:0
0

～
12

:0
0

荻
支

所
　

1
階

厚
生

室
 

直
　

入
 

3
月

21
日

㈬
10

:0
0

～
12

:0
0

直
入

支
所

　
相

談
室

 

第
65
回

○
大
名
行
列

　
11
:0
0
-1
6
:0
0

（
岡

城
跡

～
城

下
町

）
【
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
】

1 0
:0
0～
16
:0
0
1回
10
0円
（
中
学
生
以
上
） 　

　
　
　
　
　
　
　
　
※
小
学
生
以
下
無
料

［
コ
ー
ス
］

竹
田
駅
前
→
豊
肥
振
興
局
～
50
2号
線
経
由
～
岡
城
駐
車
場
→

本
町
～
豊
岡
橋
経
由
～
→
竹
田
駅
前

※
行
列
が
街
中
を
通
る
時
は
、竹
田
駅
前
～
岡
城
駐
車
場
の
運
行
に
な
り
ま
す
。

問
竹
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住　宅

公営住宅の入居者を募集します
一般住宅の募集
①久住地域　田向住宅（単身可）:1 戸
　さくら住宅（35歳以下の単身者のみ）:2 戸
②荻 地 域　桜住宅（単身可）：1 戸
一般住宅の随時募集
久住地域　桐迫住宅 ※詳細はセンターまで問い合わせのこと

▽申込資格
・世帯全員の合計所得が月額 158,000 円以下の方
（状況に応じて異なります）
・現に住宅に困っていることが明らかなこと
・市税等の滞納のないこと
・入居者、同居する親族が、暴力団員でないこと
特定公共賃貸住宅の募集
①竹田地域　七里第2団地（35歳以下の単身者のみ）:6戸
　七里第3団地（旧九電社宅）:8 戸
▽申込資格
・所得の月額

単身向：158,000 円以上、259,000 円以下の方
世帯向：158,000 円以上、487,000 円以下の方

・市税等の滞納のないこと
・入居者、同居する親族が、暴力団員でないこと

　■申込方法
　　　竹田市営住宅管理センター（ 本庁建設課内）また
　　は各支所産業建設課に備え付けている入居申込書に
　　必要事項を記入の上、提出してください。　
　■募集期間　3月11日㈪から3月25日㈪まで
　　※土・日・祝日を除く
　　※市営住宅管理センターは、火・木曜日は午後7時
　　　まで受付できます。
　■抽　　選　3月27日㈬ 10：00（市本庁舎）
　■入居条件
　　　入居時に敷金（家賃額の 3 か月分）の納付および連
　　帯保証人（原則として市内在住者）が 2 名必要です。
　■入居時期 ･･･4月中旬ごろ　　
　■次回募集は 5 月です
　■大分県住宅供給公社のHPにて詳細を公開しています。
●お問い合せ　竹田市営住宅管理センター
　　　　　　　（竹田市建設設課内）☎ 63-4400

農　業
農振除外・編入申請等の一時凍結します
　竹田市では平成24年度から25年度にかけて「 農業振
興地域整備計画」の全体見直しを実施しています。この
計画は、「農業振興地域の整備に関する法律」に基づい
て農業の健全な発展、農地の合理的な利用に役立てるた
めの基本計画となるものです。
　農地を宅地や林地などに変更しようとする場合、その土地
が農業振興地域内の農用地区域（農振農用地）に指定され
ている場合には、農業委員会への農地転用申請の前に、農
振農用地からの除外（農振除外）の手続きが必要です。
　現在、年 4 回（6月、9月、12月、3月）農振除外等の
受付を行っておりますが、平成 25 年度中は、計画策定
に伴う関係機関との協議や意見聴取を予定しているた
め、平成 25 年 3 月8日㈮までの届出分をもって、見直し
完了まで農振除外等の受付を一時凍結します。
　見直しは 25 年度末完了を予定していますが、協議等
の進捗次第では完了が遅れることもありますのであらか

じめご了承ください。
　農地が農振農用地かどうか、農振除外の要件など詳し
くは竹田市農政課（☎ 63 - 4805）までお問い合わせくだ
さい。
農業用廃プラスチックを回収します
　使用済みのビニールやマルチなどの農業用廃プラス
チック類は、産業廃棄物に位置づけられており、法律で
適正な処理が義務づけられています。
　大分県農協竹田事業部と竹田市は連携して、農業用廃
プラスチックの回収を下記のとおり実施します。
　回収場所へ運搬する場合は、「運搬車両の表示」及び「書
面の備え付け（携帯）」が法律で義務づけられています。備
え付け書類など無い場合は、下記の連絡先まで問い合わせ
ください。また、回収当日は、印鑑が必要になります。
◇回収する農業用廃プラスチック類

ハウスの農業用ビニール、農業用のマルチ資材、ラップサイレージ
肥料袋（ビニール）、育苗用ポット、農薬のプラスチック製空容器
など
◆回収日程　

　農ビニールと農ポリに分類して持ち込んでください。
地　域 日　時 場　　所

久　住 3月14日㈭
9:00～15:00 久住野菜集出荷場

直　入 3月15日㈮
9:00～15:00 直入野菜集出荷場

竹　田 3月19日㈫
9:00～15:00 飛田川中央倉庫前広場

※時間内での持ち込みをお願いします。
☆処理経費はどのくらい？

　　平成24年度は、大分県農協と市が処理に係る費用
　を助成していますので、個人の負担は1㎏あたり5円
　です。廃プラ回収時に徴収します。
　不明な点については、下記にお問い合わせください。
　　大分県農協竹田事業部園芸課　☎ 63 - 1224
　　竹田市農政課　　　　　　　　☎ 63 - 4805
　　　〃　荻支所産業建設課　　☎ 68 - 2215
　　　〃　久住支所産業建設課　　☎ 76 - 1115
　　　〃　直入支所産業建設課　　☎ 75 - 2215

採 用 試 験
平成25 年度警察官Ａ（大学卒業程度）採用募集
○申込受付期間　平成25年3月25日㈪～ 4月12日㈮まで

　（インターネットでは 3月25日から 4月5日まで）
○第１次試験日及び試験会場
　　5月12日㈰　大分県立大分商業高等学校
○試験種類及び採用予定者数
　　・警察官Ａ（大学卒業程度）採用試験　42 人
　　・大分県警察官Ａ（女性）試験　　　　 ４人
○受験資格

試験種類 年齢・性別 学　　歴

警察官Ａ
（大学卒業程度）

昭和55年4月2日以
降に生まれた男性

学校教育法による大学
（4 年制以上のもの）を卒
業した者、または平成
26年3月までに卒業見込
みの者

警察官Ａ
（女性・大学卒業程度）

昭和55年4月2日以
降に生まれた女性

●お問い合せ　大分県警察本部警務課人事係　
　　　　　　　フリーダイヤル 0120-204-110　
　　　　　　　〔代表〕☎ 097 - 536 - 2131（内線 2643、2646）
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たけたん情報
子ども医療費助成

小学生・中学生の入院費の助成をします
　４月より小学校に入学されるお子様で、４月以降に入
院をされる場合は、新たに小学生・中学生の入院分の「子
ども医療費受給資格者証」の申請が必要となります。（入
院費の保険適用分の助成をします。すでに申請をされて
いる方、ひとり親家庭等医療費受給資格者証をお持ちの
方は申請の必要はありません）。
　受給者証の発行は、健康増進課または各支所いきいき
市民課にて随時行いますので、印鑑、保険証、口座の確
認できるものをお持ちください。
　また、現在受給資格者証をお持ちの方で、次のような
変更があった場合は、14 日以内に届出をお願いします。
　① 竹田市外へ転出するとき
　② 加入している健康保険が変わったとき
　③ 生活保護を受けるようになったとき
　④ 住所・氏名が変わったとき
＜申請に必要なもの＞
　受給資格者証・健康保険証（最新のもの）・印鑑
●お問い合せ
　竹田市健康増進課 ☎ 63-1111（内線 171）

求 人 ハローワーク豊後大野竹田職業相談室 ☎ 63 - 1101

①営業1人14～25万　②交通整備員 5人15.7～22.5万
③料理人（ 和・洋）　6人18～25万　④土木施工管理者
2人20～30万　⑤塗装工 1人16～25 万　⑥清掃責任
者1人15～16万　⑦一般事務員1人12.3万　⑧フロン・
予約スタッフ 3人18～25万　⑨准看護師　2人17.3～
23万 ⑩自動車整備工1人18万 ⑪接客係2人15～20万
⑫保育士 3人15.1 万

〔パート求人（時給）〕
⑬惣菜調整工 1人680円　⑭パン製造員　2人653円　
⑮営繕係1人750～800円 ⑯パソコン入力担当 2人750円
⑰運転手1人720円　⑱ホール厨房係 2人820～950円
⑲清掃スタッフ 1人700～750円　⑳正・准看護師 1人
950～1,250円　㉑ホームヘルパー 2人1,200円　㉒レジ
係・販売係 3人683円 ㉓洗い場係1人850～938円 ㉔
接客係 2人653円

募   集                                 
「第 8 回大分県障がい者スポーツ大会の出場選手」募集！
　平成 25年5月18日㈯・5月26日㈰に大分市で開催され
る大分県障がい者スポーツ大会に出場する選手を募集し
ています。

　対 象 者　市内在住で障がいを持ち平成25年4月1日
　　　　　　現在で10歳以上の方
　個人競技　5月18日㈯ 卓球
　　　　　　5月26日㈰ 開会式、陸上競技、フライング
　　　　　　　　　　　ディスク、水泳

　申込方法　竹田市福祉事務所に備え付けの申込書に必
　　　　　　要事項を記入のうえ提出してください。
　提出期限　平成25年3月22日㈮
※詳しくは　竹田市福祉事務所　福祉係（☎ 63 - 4811）
　までお問い合わせください。

賃　金　

必ずチェック！ 大分県の最低賃金
地域別最低賃金　　　　　　　　　　　　時間額

大分県最低賃金 ……………………… 653 円
　　　　　　 効力発生年月日：平成 24 年 10 月 4 日

産業別最低賃金　　　　　　　　　　　　時間額

鉄鋼業 ………………………………… 788 円
非鉄金属製造業 ……………………… 782 円
電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製造業｝…… 713 円
自動車・同附属品製造業、船舶製造
修理業、船用機関製造業　　　　｝……… 763 円
各種商品小売業 ……………………… 691 円
自動車（新車）売業 …………………… 723 円
　　　　　　　効力発生年月日：平成24年12月25日

〔大分労働局ホームページ〕http://oita-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

●お問い合せ
　大分県労働局労働基準部賃金室　☎ 097 - 536 - 3215

消 費 生 活　

消費生活相談窓口からの注意喚起
　－新手の架空請求詐欺にご注意を－
　最近大分県内の各家庭に、被害者支援団体等を名乗り

「違法わいせつ物（無修正 DVD、児童ポルノ等）購入に
対して刑事告訴・告発をする」旨を文書で通知してきて

「告訴告発を取り下げたければ期日までに団体に必ず連
絡をするよう」要求する文書が送られています。連絡を
取ってしまうと、そこから架空請求詐欺に発展する可能
性が高いので、身に覚えのない封書が届いても決して連
絡を取らずに消費生活センターまで連絡を！
●お問い合せ
　竹田市市民課窓口（消費生活センター）　☎ 63 - 4834
　　8:30 ～ 17:00（月～金　平日のみ）
　◎大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）
　　☎097 - 534 - 0999
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国 民 年 金

退職（失業）時の特例免除制度をご利用ください
　特例免除は、申請する年度またはその前年度において退
職（失業）の事実がある場合に対象となります。手続きは、
市民課窓口でおこなっています。
　特例免除の場合、申請者本人の所得を除外して審査を行
いますが、配偶者、世帯主に一定以上の所得がある時は免
除が認められないことがあります。
　○手続きに必要なもの
　①年金手帳または基礎年金番号のわかるもの（納付書等）
　②認め印（本人が署名する場合は不要）
　③失業していることを確認できる公的機関の証明の写し
　　（雇用保険受給資格者証、離職票等）
●お問い合せ　日本年金機構大分年金事務所
　　　　　　　☎ 097 - 552 - 1211

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64 - 7777

受付時間　平日夜間　18:00～21:00　土曜日　13:00～21:00
休　　日　 8 :30 ～21:00

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで
　　　　　　診てもらうようお願いします。

・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話連
絡したうえで受診をしてください。

・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院でも電話で相談いただき、可能な場合は診療
　します。

小児科外来休日当番院
当 番 日 医　療　機　関 電話番号

3月 2 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3月 3 日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

3月 9 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3月10日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

3月16日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3月17日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
3月20日（水・祝） 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

3月23日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3月24日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

3月30日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

3月31日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

4月 6 日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

受付時間 8:30～11:30（こども診療所は 9:00～ 11:30）
診療時間 9:00～12:00（三重東クリニックは 8:30～12:00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っていると
　ころがあります。
○豊後大野市民病院　（☎ 0974-42-3121）
　http://ogatahp.ddo.jp/
○みやわき小児科　（☎ 0974-24-0230）
　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○三重東クリニック　（☎ 0974-22-6333）
　http://www.sekiaikai.jp/index.html
○竹田市立こども診療所　（☎ 0974-63-3838）
　http://www.city.taketa.oita.jp/
○大分県豊肥保健所　（☎ 0974-22-0162）

歯科休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

3月 3日㈰ 竹下歯科医院（竹田） 0974-62-2662
3月10日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 0974-75-3001
3月17日㈰ 歯科筑紫医院（久住） 0974-76-0024
3月20日㈬ ふじさわ歯科医院（竹田） 0974-64-1118
3月24日㈰ まつもと歯科クリニック（竹田）0974-62-2400
3月31日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻） 0974-68-3263

※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151
　http:www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合
があります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 
63 - 0119）にお電話で確認されるようお願いします。ま
た、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意されて約
束処方となることがありますので、ご了承ください。

◇たけた市民チャンネル３月特番
　　岡藩誕生～ 400 年前の国づくり」展覧会
　特別講演会
　　「戦国時代の直入郡～豊薩戦争前後を中心に」

放送日　3 月 9日、16日、23日、30日
　　　　土曜日　午後 8 時～

　岡藩城下町 400 年祭の締めくくりとなる、「 岡藩誕生～ 400 年前の国
づくり 」展覧会の開催にあわせて行われた、特別講演会の模様をお届けし
ます。
　講演は、大分県立先哲史料館史料専門員の松原勝也氏を講師に迎え、「戦
国時代の直入郡～豊薩戦争前後を中心に」と題して行われました。ぜひ、
ご覧ください。
　※都合により番組内容が一部変更する場合があります。

●お問い合せ
竹田市ケーブルネットワークセンター ☎ 76 -1415

竹田の話題がまるごと観れるのはTCTだけ !!


